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新潟･福島豪雨災害
冠水した国道17号（7月30日10：00頃、市役所前付近）

　今回の豪雨災害で被災された皆様に心よりお見舞い
申し上げます。
　災害救助法、被災者生活再建支援法の適用に加え、
8月19日の閣議で「激甚災害」指定がなされ、一日
も早い復旧に向け対策が進められています。
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（30日24：00まで、内閣府資料）
【1時間雨量】　　　

地　名 1時間雨量 日　時
新潟県　十日町市 121.0ミリ 29日20時51分まで
茨城県　門井 97.5ミリ 28日 1時46分まで
新潟県　宮寄上 93.5ミリ 29日10時43分まで
新潟県　塩沢 89.5ミリ 30日 4時28分まで
新潟県　大湯 70.0ミリ 30日 2時52分まで

【24時間降水量】
地　名 24時間雨量 日　時

福島県　只見 527.0ミリ 30日 7時00分まで
新潟県　宮寄上 473.5ミリ 30日 9時10分まで
新潟県　塩沢 344.0ミリ 30日 7時50分まで
新潟県　入広瀬 273.5ミリ 30日 8時50分まで
新潟県　栃尾 273.5ミリ 30日10時40分まで

【期間降水量】
27日12：00〜30日24：00までの総雨量

地　名 総雨量
福島県　只見 680.0ミリ
新潟県　宮寄上 623.5ミリ
新潟県　塩沢 562.5ミリ
新潟県　入広瀬 469.5ミリ
新潟県　大湯 430.5ミリ

【1時間雨量】　　　
地　名 1時間雨量 日　時
一村尾 28.0ミリ 29日21時00分まで
六日町 60.0ミリ 29日23時00分まで
宮 94.0ミリ 29日23時00分まで
塩沢 65.0ミリ 30日 4時00分まで

【24時間降水量】
地　名 24時間雨量 日　時
一村尾 218.0ミリ 28日20時00分まで
六日町 279.0ミリ 30日11時00分まで
宮 284.0ミリ 28日20時00分まで
塩沢 344.0ミリ 30日11時00分まで

【期間降水量】
7月26日17：00〜30日14：00の総雨量
地　名 総雨量
一村尾 435.0ミリ
六日町 568.0ミリ
宮 545.0ミリ
塩沢 562.0ミリ

大雨の状況 南魚沼市の状況
（新潟県河川防災情報システム資料）
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な
お
、
こ
の
災
害
に
よ
り
市
の
財
政
に

つ
い
て
危
惧
さ
れ
る
声
も
聞
こ
え
ま
す
が
、

そ
れ
は
全
く
の
杞
憂
で
あ
り
、
微
塵
の
揺

る
ぎ
も
無
く
、
盤
石
の
財
政
基
盤
で
あ
る

こ
と
を
付
け
加
え
、
一
刻
も
早
い
復
旧
、

復
興
に
邁
進
す
る
決
意
と
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
へ
の
お
見
舞
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま

す
。�

（
平
成
23
年
8
月
11
日
）

　

さ
て
、
今
回
の
豪
雨
に
つ
き
ま
し
て
は

通
算
降
雨
量
が
5
8
0
ミ
リ
を
超
え
、
一

時
間
当
り
降
雨
量
も
最
大
89
・
5
ミ
リ
と

い
う
過
去
に
例
を
見
な
い
猛
烈
な
雨
量
で

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
内
の
大
河
川

（
魚
野
川
、
三
国
川
、
登
川
、
宇
田
沢
川
）

は
、
登
川
最
下
流
部
で
破
堤
し
た
ほ
か
は

大
き
な
被
害
も
な
く
、
安
堵
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
事
は
貯
水
ダ
ム
、
砂
防
ダ
ム
、
河

川
改
修
等
、
治
水
対
策
が
進
ん
で
い
た
事

の
裏
返
し
で
あ
り
、
い
か
に
治
水
事
業
が

今
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
あ
る
と

い
う
事
実
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

各
々
の
現
場
の
実
情
を
考
え
る
事
も
な
く
、

「
脱
大
型
公
共
事
業
」、「
脱
ダ
ム
」
を
声

高
に
叫
ぶ
現
今
の
政
治
情
況
や
世
論
、
風

潮
に
大
い
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
冒
頭
述
べ
ま
し

た
よ
う
に
南
魚
沼
市
は
い
た
る
と
こ
ろ
で

の
山
腹
崩
壊
、
土
砂
流
出
、
湛
水
等
に
よ

り
農
地
、
農
業
用
施
設
、
市
道
、
林
道
、

中
小
河
川
、
住
宅
の
全
半
壊
、
床
上
・
床

下
浸
水
、
車
輛
や
農
機
の
流
失
・
冠
水

等
々
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
市

で
は
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
第
一
義
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を

駆
使
し
な
が
ら
復
旧
、
復
興
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
災
害
に
際
し
ま
し
て
は

各
行
政
区
長
様
を
始
め
と
す
る
自
主
防
災

組
織
の
役
員
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
各
消
防

団
員
の
皆
さ
ま
の
迅
速
か
つ
適
切
な
警
戒
、

避
難
誘
導
、
救
助
活
動
等
に
よ
り
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
て
戴
き
ま
し
た
。
こ

の
事
に
つ
き
ま
し
て
も
関
係
各
位
に
市
長

と
し
て
衷
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

一
部
地
域
で
は
7
月
27
日
か
ら
、
市
内

全
域
で
は
7
月
28
日
か
ら
降
り
続
い
た
豪

雨
に
よ
り
南
魚
沼
市
全
体
が
甚
大
な
災
害

を
被
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
死
傷
者
が
ゼ

ロ
で
あ
っ
た
こ
と
は
正
に
不
幸
中
の
幸
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

改
め
て
被
災
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
市
と
い

た
し
ま
し
て
は
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

冠水した新町を上空のヘリコプターから撮影

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
、復
興
へ
向
け
て

�

南
魚
沼
市
　
市
長
　
井
　
口
　
一
　
郎

五十沢
キャンプ場
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新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
る

固
定
資
産
税
な
ど
の
減
免

【
問
合
せ
】　
税
務
課　

　
　

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
8

　

豪
雨
災
害
に
よ
り
固
定
資
産
が
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
、
被
害
状

況
に
応
じ
て
、
固
定
資
産
税
、
国
民

健
康
保
険
税
、
市
民
税
な
ど
が
申
請

に
よ
り
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
…
◦
…
◦
…
◦
…
◦
…
◦
…
◦

　

今
回
の
豪
雨
に
よ
り
、
国
税
の
申

告
・
納
付
な
ど
を
期
限
ま
で
に
で
き

な
い
方
は
、
期
限
の
延
長
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

小
千
谷
税
務
署
（
☎
0
2
5
8

│

8
3

│

2
0
9
0
、音
声
案
内
2
番
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
の
制
度

（
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
）

⃝
対
象　
全
壊
、
大
規
模
半
壊

⃝
支
援
額

基
礎
支
援
金　

　

被
害
の
程
度
、
世
帯
構
成
に
よ
り
金
額

が
変
わ
り
ま
す
。

・
全　
壊　
1
0
0
万
円（
75
万
円
）

・
大
規
模
半
壊　
50
万
円（
37
・
5
万
円
）

※�（　

）内
は
単
身
世
帯
の
金
額

加
算
支
援
金

　

再
建
方
法
で
金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　
（
基
礎
支
援
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
）

・
全　
壊

�

　

最
大
2
0
0
万
円（
1
5
0
万
円
）

・
大
規
模
半
壊

�

最
大
2
0
0
万
円（
1
5
0
万
円
）

県
の
制
度

（
被
災
者
生
活
再
建
支
援
事
業
）

⃝
対
象　
全
壊
、
大
規
模
半
壊
、
半
壊
、

　
　
　
　

床
上
浸
水

⃝
支
援
額

・
全　
壊　
1
0
0
万
円（
75
万
円
）

・
大
規
模
半
壊　
50
万
円（
37
・
5
万
円
）

・
半　
壊　
　
　

50
万
円（
37
・
5
万
円
）

・
床
上
浸
水　
　

30
万
円（
22
・
5
万
円
）

※（　

）内
は
単
身
世
帯
の
金
額
、
全
壊
・

大
規
模
半
壊
は
国
と
県
の
両
方
の
制
度

が
利
用
で
き
ま
す

⃝�

申
請
期
限　
平
成
24
年
8
月
27
日（
国
制

度
の
加
算
支
援
金
は
26
年
8
月
27
日
）

　

7
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り
ご
自

宅
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
方
を
対
象
に
、

住
宅
の
被
害
程
度
や
再
建
方
法
に
応
じ
た

支
援
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
、
市
役
所
で
発
行
す
る
り

災
証
明
が
「
全
壊
」「
大
規
模
半
壊
」「
半

壊
」
ま
た
は
「
床
上
浸
水
」
の
方
が
対
象

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
申
請
が
必
要
で
す
。

必
要
書
類
は
一
覧
の
と
お
り
で
す
が
、
詳

し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
融
資
制
度
も
あ
り
ま
す
。

被
災
者
住
宅
応
急
修
理
制
度

⃝
対
象
者
・
限
度
額　
　

国
の
制
度
（
支
援
金
）　

・
大
規
模
半
壊　
最
大
52
万
円

・
半　
壊　
　
　

最
大
52
万
円

県
の
制
度
（
支
援
金
）　

・
大
規
模
半
壊　
最
大
1
0
0
万
円

・
半　
壊　
　
　

最
大
50
万
円

※�

国
の
制
度
は
、
所
得
・
年
齢
の
制
限
が

あ
り
ま
す
。

⃝�

応
急
修
理
の
範
囲　
屋
根
、
柱
、
床
、

外
壁
な
ど
日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
で
、

緊
急
を
要
す
る
箇
所
な
ど

※
必
要
書
類
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
申
請
期
限　
9
月
27
日
㈫

※
遅
れ
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
総
務
課�

☎
7
7
3

│

6
6
6
0

⃝
申
請
窓
口　
本
庁　

福
祉
課

　
　
　
　
　
　

大
和　

大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

塩
沢　

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

被
災
者
の
生
活
再
建
支
援
制
度

東
北
電
力
の
免
除
制
度

　

電
気
料
金
の
支
払
期
限
の
延

期
や
工
事
費
な
ど
免
除
制
度
が

で
き
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
魚

沼
営
業
所
か
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
東
北
電
力
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

�

0
1
2
0

│

1
7
5

│

4
6
6

【
必
要
書
類
一
覧
】
○
印
が
必
要
な
書
類
で
す

制度 区分 書　　類
全壊

大規模
半壊 半壊 床上

浸水半壊
解体

敷地被害
解体

国
の
制
度

基礎支援金

り災証明書 〇 〇 〇 〇 − −
解体証明書　　　※1 − 〇 〇 − − −
滅失登記簿謄本　※1 − 〇 〇 − − −
敷地被害証明書類 − − 〇 − − −
住民票（外国人登録原票記載事項証明書） 〇 〇 〇 〇 − −
預金通帳の写し 〇 〇 〇 〇 − −

加算支援金 契約書等の写し 〇 〇 〇 〇 − −

県の制度
り災証明書 〇 − − 〇 〇 〇
住民票（外国人登録原票記載事項証明書） 〇 − − 〇 〇 〇
預金通帳の写し 〇 − − 〇 〇 〇

※1　解体証明書、滅失登記簿謄本はどちらかひとつをお持ちください	
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回
答
虐
待
に
つ
い
て
は
、
気
付
い
た
方

は
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
市
に
は
対
処
の
権

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
わ
か
っ
た
時
点
で

児
童
相
談
所
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

い
じ
め
に
至
る
段
階
は
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
義
務
教
育
段
階
に
お
い
て
は
、
文
部

科
学
省
の
基
準
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
発
見
件
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
県
な
ど
の
取
組
み
の
成
果
で

一
時
期
よ
り
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
大
人

が
分
か
る
い
じ
め
は
、
氷
山
の
一
角
に
過

ぎ
な
い
こ
と
か
ら
、
い
じ
め
の
有
無
を
知

る
方
法
と
し
て
「
確
認
テ
ス
ト
（
無
記

名
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

「
つ
ら
い
」「
楽
し
く
な
い
」
な
ど
の
回
答

へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
登
校
に
つ
い
て
は
、
一
時
期
増
加
し

ま
し
た
が
、
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
県

か
ら
特
別
教
育
担
当
指
導
主
事
を
招
い
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の

数
字
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
の
統
計

デ
ー
タ
に
よ
る
と
2
0
0
人
程
度
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
大
学
卒
業
ま
で
順
調
で
あ
っ

て
も
就
職
で
つ
ま
ず
く
ケ
ー
ス
、
就
職
し

て
も
仕
事
で
つ
ま
ず
く
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
親
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
本
人
の
声

を
聞
く
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
39
歳
ま
で

が
対
象
者
で
す
の
で
、
と
に
か
く
話
を
聴

き
、
少
し
で
も
解
決
へ
の
道
が
開
け
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
若
者
育
成
支
援

お
よ
び
教
育
・
文
化
関
連

質
問
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン

タ
ー
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
設

な
の
で
す
か
。

回
答
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法

の
施
行
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
と
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
の
機

能
に
加
え
、
家
庭
教
育
部
門
を
包
括
し
、

子
ど
も
か
ら
若
者
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
体
制
を
築
く
た
め
、
新
し
い
課
（
セ

ン
タ
ー
）
と
し
て
4
月
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
内
（
二
日
町
4
2
8

│

1
）
で
す
。

子ども・若者育成支援センター

質
問
虐
待
、い
じ
め
、不
登
校
、ひ
き
こ

も
り
、
ニ
ー
ト
へ
の
対
策
が
必
要
だ
と
考

え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
い
ま

す
か
。
対
象
者
は
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
相
談
を
受
け
た
場
合
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
で
す
か
。

企画政策課 ☎773−6672

平
成
23
年
度

�
市
政
懇
談
会
の
ま
と
め

〜
大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見�

�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

�

【
問
合
せ
】　
企
画
政
策
課　
企
画
班　
☎
7
7
3

│

6
6
7
2

　
4
月
27
日
か
ら
7
月
5
日
の
2
か
月
間
に
わ
た
り
市
内
16
会
場
で
開
催
し
、

5
6
6
人
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
で

あ
る
〝
子
ど
も
若
者
育
成
支
援
〟
を
中
心
に
、
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
会
場
で
お
聞
か
せ
い
た
だ
い
た
、
ご
意
見
、
ご
質
問
な

ど
を
集
約
し
、
主
な
も
の
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
ご
意
見
に
つ

き
ま
し
て
も
、
今
後
の
市
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
お
忙
し
い
中
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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歳
以
上
と
な
る
10
年
後
位
が
ピ
ー
ク
で
あ

り
、
そ
れ
を
過
ぎ
る
と
減
少
す
る
た
め
、

市
直
営
で
設
置
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
民
間
事
業
所
は
、
ま
だ
ま
だ
設

置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、

市
は
民
間
の
計
画
を
支
援
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
南
魚
沼
市
内
の
方
だ
け
受
け

入
れ
る
地
域
密
着
型
の
よ
う
な
施
設
の
整

備
を
進
め
て
行
く
考
え
で
す
。

質
問
魚
沼
基
幹
病
院
の
進
捗
状
況
と
、

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
や
六
日
町
病
院
な
ど

の
周
辺
病
院
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
で
す

か
。

回
答
魚
沼
基
幹
病
院
は
、
が
ん
治
療
な

ど
の
高
度
先
進
医
療
や
救
命
救
急
医
療
に

対
応
し
、
魚
沼
地
域
の
医
療
拠
点
と
な
り

ま
す
。
地
域
医
療
を
担
う
医
師
な
ど
を
育

成
す
る
病
院
と
し
て
、
新
潟
大
学
や
周
辺

病
院
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
や
六
日
町
病
院
は
、

初
期
医
療
や
慢
性
期
、
回
復
期
の
医
療
を

担
い
、
魚
沼
基
幹
病
院
と
機
能
分
担
し
、

相
互
に
連
携
協
力
し
な
が
ら
地
域
全
体
の

医
療
の
充
実
と
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
度
、
市
で
は
、
魚
沼
基
幹
病
院
後

の
医
療
再
編
に
伴
う
整
備
に
向
け
、
現
行

の
「
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
」
や
「
六
日
町

病
院
」
の
構
造
体
・
電
気
機
械
整
備
・
医

療
ガ
ス
等
特
殊
設
備
・
医
療
機
器
・
医
療

シ
ス
テ
ム
の
更
新
時
期
の
分
析
な
ど
基
本

部
分
の
調
査
・
分
析
を
行
い
、
そ
の
後
、

整
備
の
基
本
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

新五十沢小学校

保
健
・
医
療
・
福
祉
関
連

質
問
今
後
、
介
護
福
祉
施
設
の
待
機
者

が
多
い
現
状
を
解
消
す
る
た
め
に
、
新
し

く
施
設
を
建
設
す
る
計
画
は
あ
り
ま
す

か
?

回
答
現
在
、
特
養
の
待
機
者
は
約
4
�0
�

0
人
で
す
が
、
要
介
護
度
4
ま
た
は
5
の

方
は
2
0
0
人
ほ
ど
で
す
。
そ
の
う
ち
在

宅
で
介
護
を
受
け
て
い
る
方
が
50
人
ほ
ど

お
ら
れ
ま
す
。

　

来
年
開
園
予
定
の
大
崎
の
特
養
施
設
が

完
成
す
れ
ば
、
在
宅
で
介
護
度
の
重
い

方
々
の
入
所
は
あ
る
程
度
確
保
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
施
設
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
団
塊
の
世
代
の
人
た
ち
が
75

回
答
浦
佐
の
認
定
こ
ど
も
園
は
、
浦
佐

幼
稚
園
と
浦
佐
保
育
園
が
統
合
し
て
で
き

ま
し
た
。
幼
稚
園
と
保
育
園
の
機
能
を
併

せ
も
ち
、
双
方
の
長
所
を
と
り
入
れ
た
施

設
で
す
。
例
え
ば
、
保
育
園
の
入
園
に
は

保
護
者
が
就
労
を
し
て
い
る
等
の
要
件
が

あ
り
ま
す
が
、
認
定
こ
ど
も
園
は
そ
う
し

た
要
件
を
満
た
さ
な
い
児
童
も
入
園
で
き

ま
す
。

　

幼
稚
園
で
行
っ
て
い
る
幼
児
教
育
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
保
護
者
が
送
迎

す
る
の
で
あ
れ
ば
浦
佐
地
区
以
外
か
ら
も

入
園
で
き
ま
す
。

質
問
今
後
の
学
校
の
統
廃
合
の
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
答
学
区
再
編
検
討
委
員
会
で
は
、

五
十
沢
・
城
内
・
大
巻
の
3
中
学
校
と
、

小
学
校
に
つ
い
て
は
第
一
上
田
小
と
第
二

上
田
小
、
石
打
小
と
上
関
小
、
大
巻
小
と

五
日
町
小
、
三
用
小
と
赤
石
小
に
つ
い
て
、

将
来
的
に
は
統
合
が
望
ま
し
い
と
い
う
答

申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
五
十
沢
・
城
内
・
大
巻
の
3
中

学
校
と
上
田
地
区
の
2
つ
の
小
学
校
に
つ

い
て
は
、
児
童
、
生
徒
数
も
減
少
し
て
お

り
、
昨
年
度
全
集
落
で
学
区
再
編
懇
談
会

を
開
催
し
、
皆
さ
ん
か
ら
色
々
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
6
月
に
設
置
し
た
「
教
育
を
考

え
る
会
」
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
と
な
る
よ
う
に

検
討
し
ま
す
。

質
問
不
登
校
児
と
登
校
し
て
も
す
ぐ
保

健
室
な
ど
へ
行
く
生
徒
の
数
や
、
そ
れ
に

対
す
る
市
と
し
て
の
取
組
み
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
不
登
校
児
の
数
は
、
昨
年
小
学
校

で
14
人
で
し
た
。（
一
昨
年
は
16
人
）
中

学
校
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
66
人
と
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
一
昨
年
は
86
人
）

学
校
を
は
じ
め
教
育
委
員
会
で
も
か
な
り

力
を
入
れ
て
お
り
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
セ
ン
タ
ー
に
も
不
登
校
担
当
を
設
置

し
て
、
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

質
問
浦
佐
の
認
定
こ
ど
も
園
は
保
育
園

と
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
す
か
。
入
園
で

き
る
の
は
浦
佐
地
区
の
子
ど
も
だ
け
で
す

か
。

浦佐認定こども園

企画政策課 ☎773−6672
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の
会
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
各
種
改
良
工
事
を
7
、0
�0
�

0
万
円
程
度
の
予
算
で
実
施
す
る
予
定
で

す
。
大
原
運
動
公
園
全
体
の
工
事
は
第
1

期
と
第
2
期
に
分
か
れ
て
お
り
、
野
球
場
、

サ
ッ
カ
ー
場
を
含
め
た
公
園
整
備
な
ど
に

つ
い
て
は
、
実
施
設
計
を
発
注
し
た
と
こ

ろ
で
す
。
設
計
が
あ
る
程
度
に
な
り
ま
し

た
ら
、
議
会
な
ど
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

く
考
え
で
す
。
整
備
後
の
大
会
な
ど
の
誘

致
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

参
考
に
し
て
、
施
設
の
有
効
活
用
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

大原運動公園テニスコート

10
億
円
弱
と
な
り
、
相
当
の
経
済
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
要

望
が
ま
だ
ま
だ
続
く
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
今
後
も
財
政
状
況
を
み
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
進
行

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
下
水
道
の
整
備
は
約
9
割
が
終
了

し
、
つ
な
ぎ
込
み
は
6
〜
7
割
が
終
了
し

て
い
ま
す
。
整
備
終
了
後
の
3
年
間
の
猶

予
期
間
内
の
つ
な
ぎ
込
み
を
お
願
い
し
て

い
き
ま
す
。

質
問
滝
谷
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
、

合
併
特
例
債
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
現
状
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

回
答
滝
谷
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、

全
面
架
け
替
え
は
多
額
の
事
業
費
が
必
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
片
側
歩
道
設

置
を
含
め
た
一
部
拡
幅
に
よ
り
歩
行
者
の

安
全
を
確
保
す
る
こ
と
で
ど
う
か
と
、
関

係
す
る
行
政
区
に
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

質
問
大
原
運
動
公
園
に
つ
い
て
進
展
が

見
え
な
い
の
で
す
が
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

回
答
大
原
運
動
公
園
整
備
に
つ
い
て
の

基
本
計
画
と
基
本
設
計
の
概
要
版
を
、
市

報
5
月
1
日
号
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
来
年
の
高
校
総
体
の
テ
ニ
ス

用
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
検
討
し
、

一
般
住
宅
で
の
実
用
化
を
目
指
す
と
と
も

に
、
導
入
時
の
補
助
制
度
の
創
設
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上町エコ住宅

都
市
基
盤
関
連

質
問
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金
の

効
果
は
絶
大
で
、
申
し
込
み
が
多
い
場
合

は
抽
選
を
す
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
予
算

を
増
額
し
て
全
員
に
補
助
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
し
、
今
後
と
も
事
業
を

継
続
し
て
ほ
し
い
で
す
。

回
答
昨
年
は
当
初
予
算
で
5
、0

�
0

�
0
�

万
円
、
補
正
予
算
で
4
、0
0
0
万
円
増

額
し
て
対
応
し
、
総
事
業
費
は
12
億
円
強

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
、
当
初
予
算
が

5
、0
0
0
万
円
で
、
6
月
補
正
予
算
で

3
、5
0
0
万
円
増
額
し
て
1
、0
5
0
件

の
申
請
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費

環
境
・
共
生
関
連

質
問
西
山
で
は
、
山
全
体
で
倒
木
が
著

し
く
、
山
崩
れ
も
発
生
し
、
道
路
の
封
鎖

も
数
か
所
あ
り
ま
す
。
環
境
保
全
は
も
ち

ろ
ん
、
災
害
予
防
の
観
点
か
ら
も
何
か
策

を
講
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
答
山
が
荒
れ
る
原
因
は
、
昔
の
よ
う

に
手
を
加
え
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、

外
材
の
利
用
や
地
元
産
木
材
の
利
用
コ
ス

ト
が
高
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
材

木
の
切
り
出
し
用
の
道
路
が
な
い
こ
と
も

要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
作
業
道
の
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
南
魚
沼
産
材
の
杉
を
使
用

し
て
建
築
す
る
住
宅
へ
の
補
助
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
購
入
費
の
補
助
な
ど
も
行
い
、
森

林
整
備
の
促
進
と
林
業
や
地
元
建
築
木
材

産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
上
町
エ
コ
住
宅
の
実
験
結
果
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
答
上
町
エ
コ
住
宅
で
は
、
地
下
水
熱

利
用
に
よ
る
消
雪
や
冷
暖
房
、
太
陽
光
発

電
、
風
力
発
電
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
実

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
し
た

デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
は
、
ま
だ
実
験
期

間
が
短
く
資
料
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
通
年
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
豪
雪
地
域
に
お
い
て
、
効
果
的
に
利

企画政策課 ☎773−6672企画政策課 ☎773−6672
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市役所（本庁舎）グリーンカーテン

質
問
震
災
に
よ
る
避
難
者
へ
の
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
答
南
魚
沼
市
で
は
、
3
月
25
日
か
ら

7
月
25
日
ま
で
（
当
初
4
月
27
日
ま
で
）

の
間
、
市
内
の
宿
泊
施
設
や
市
避
難
所
、

病
院
、
福
祉
施
設
を
避
難
施
設
と
し
て
受

け
入
れ
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
避
難
命

令
・
指
示
・
勧
告
、
自
主
避
難
な
ど
理
由

は
問
わ
ず
、
受
け
入
れ
を
行
い
、
福
島
県

を
中
心
に
多
く
の
方
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
。

7
月
26
日
以
降
は
、
新
潟
県
が
行
う
住
宅

の
借
り
上
げ
制
度
を
利
用
す
る
避
難
者
が
、

住
宅
に
入
居
で
き
る
ま
で
の
間
、
9
月
15

日
ま
で
を
期
限
に
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

四
百
数
十
点
の
美
術
品
は
大
変
価
値
の

あ
る
作
品
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
色
々

な
方
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

防
災
関
連

質
問
南
魚
沼
市
の
放
射
線
の
数
値
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

回
答
空
気
中
と
地
表
の
調
査
が
あ
り
、

空
気
中
の
調
査
に
お
い
て
南
魚
沼
市
は
当

初
他
地
域
よ
り
高
い
数
値
が
出
て
い
ま
し

た
が
、
機
器
の
不
具
合
が
主
因
で
し
た
。 

　

地
表
の
調
査
に
つ
い
て
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

質
問
南
魚
沼
市
の
節
電
対
策
は
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

回
答
各
庁
舎
の
契
約
電
力
を
減
少
す
る

変
更
を
し
て
、
照
明
器
具
の
取
り
外
し
や

昼
間
の
消
灯
、
エ
ア
コ
ン
使
用
の
抑
制
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
新
潟
県
が
行
う

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
大
作
戦
に
も
積
極
的
に
協

力
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
ぜ
ひ
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
の
事
例
、
効
果
な
ど

は
市
報
7
月
1
日
号
に
載
っ
て
い
ま
す
の

で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

質
問
高
校
卒
業
後
の
若
者
が
都
市
部
に

流
出
し
て
い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は
、
都

会
の
大
学
に
進
学
し
て
、
そ
の
ま
ま
就
職

し
て
し
ま
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
南

魚
沼
市
の
企
業
も
大
卒
者
の
獲
得
に
苦
慮

し
て
い
ま
す
の
で
、
南
魚
沼
市
へ
の
大
学

誘
致
を
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
。

回
答
新
潟
県
が
大
学
誘
致
の
名
乗
り
を

上
げ
ま
し
た
。
少
子
化
で
大
学
の
運
営
も

厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
と
し
て
も
、

ぜ
ひ
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市

内
の
事
業
者
と
の
懇
談
会
の
中
で
も
人
材

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
今
後
、
基
幹
病
院
の
建
設
に
伴
い
健

康
関
連
企
業
な
ど
の
産
業
を
誘
致
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
・

市
民
参
画
関
連

質
問
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館
の
運

営
が
市
へ
移
行
し
ま
し
た
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
で
す
か
。

回
答
㈶
八
海
山
「
白
の
世
界
」
文
化
村

は
こ
こ
数
年
来
、
市
か
ら
の
補
助
金
と
寄

付
に
よ
る
運
営
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

経
営
状
況
が
悪
化
し
た
た
め
、
平
成
23
年

3
月
を
も
っ
て
解
散
し
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
は
当
面
直
営
体
制
で
の
運
営

と
し
ま
す
が
、
設
置
条
例
に
規
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
指
定
管
理
に
す
る
予
定

で
す
。
準
備
が
で
き
次
第
移
行
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
関
連

質
問
ス
キ
ー
産
業
に
つ
い
て
は
平
成
4
、

5
年
頃
か
ら
右
肩
下
が
り
の
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
景
気
の
低
迷
の
中
、
震
災
が

発
生
し
、
観
光
産
業
全
体
が
大
き
な
打
撃

を
受
け
て
い
ま
す
が
、
市
の
観
光
の
柱
で

あ
る
ス
キ
ー
産
業
に
で
き
る
だ
け
力
を
入

れ
て
ほ
し
い
で
す
。

回
答
ス
キ
ー
産
業
は
市
の
主
要
産
業
で

す
。
ス
キ
ー
人
口
が
減
っ
て
き
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
ス
キ
ー
伝
来

1
0
0
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
潟

県
と
一
緒
に
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
市
と
し
て
も
、
リ
フ
ト
の
割
引
券

を
市
報
に
折
り
込
ん
で
配
布
し
、
非
常
に

好
評
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
3
月
11
日
の
東
日
本
大

震
災
を
機
に
客
足
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
後
も
市
と
し
て
色
々
な
支
援

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
提

案
や
ご
意
見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

企画政策課 ☎773−6672

　

市
の
本
庁
舎
、
塩
沢
・
大
和
各
セ
ン

タ
ー
の
7
月
分
使
用
電
気
の
量
は
、
昨
年

に
比
較
し
て
18
・
6
％
減
と
な
り
ま
し
た
。
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小動物（ペット）の火葬の手続き
　　　　　　　　　　　（利用の流れ）

市民課 ☎773−6661

【問合せ】　市民課　市民係　☎773－6661　／　南魚沼市斎場　☎782－0527（小動物火葬専用）

① 電話予約 斎場（☎782－0527）に電話してください

⃝南魚沼市の斎場では、小動物火葬専用炉が1基設置され、小動物（ペット）の火葬ができます
⃝1日2件（午前、午後各1件）の火葬が可能です
⃝一般の火葬と並行して小動物の火葬は行いませんので、状況により予約を受けられない日があります
⃝予約日に火葬ができない場合は、一旦お預かりし翌日以降の火葬になります

② 持ち込み
遺体は綿100％のタオルなどに包み、段ボール箱に納
めてお持ちください（ナイロンなどの化学繊維は遺骨に
付着し、黒くなる場合があります）

⃝予約日に、遺体を直接斎場の専用窓口にお持ちください
⃝首輪などの燃えないものは外し、箱の中にプラスチック類やペットフードなどは入れないでください
⃝�亡くなってから時間が経過すると、硬直し足などがたためなくなり、火葬炉に収まらない場合があり

ます。中型犬以上の遺体は、硬直が始まる前に足などを胸のほうに軽くたたんでください

③ 申請に必要なもの
1 運転免許証・保険証など
　 （飼い主の住所を確認できるもの）
2 印鑑　　3 使用料

⃝�斎場の専用窓口で、申請を行ってください
⃝�申請書記入後、斎場職員が中身を確認し、重量と箱のサイズなどを計測します
⃝�申請内容などを確認し、火葬可能の小動物であり、規定内であれば、火葬炉の使用許可書を発行しま

す
⃝�許可証の発行時に使用料を納めてください
⃝�遺骨を納める容器は申請時にお持ちください、引き取りは指定された日時にお願いします

⃝

犬
の
死
亡
届

　

市
内
で
登
録
し
て

い
る
犬
が
死
亡
し
た

場
合
は
、
必
ず
「
犬

の
死
亡
届
」
を
環
境

交
通
課
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
の
際
に
は
鑑
札
な

ど
も
忘
れ
ず
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
環
境
交
通
課

�

☎
7
7
3

－

6
6
6
6

【小動物炉使用料】
重さ

（1匹あたり）
管内

（市内と湯沢町）
管外

（100％加算）

25キロ未満
（小型犬・猫など） 10,000円 20,000円

25～ 50キロ未満
（中・大型犬など） 15,000円 30,000円

【注意：火葬できない場合】
※重さが50キロを超え、炉に入りきらない動物
※法令などにより、処理の方法が規定されている家畜類
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⃝
暗
証
番
号
の
受
付
時
間

　

平
日
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

15
分
ま
で
。番
号
登
録
で
き
る
の
は
、カ
ー

ド
の
登
録
本
人
で
す
。

⃝
暗
証
番
号
登
録

　

本
人
確
認
と
し
て
免
許
証
、
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
な
ど
の
写
真
付
き
の
身
分
証

明
書
と
「
印
鑑
登
録
証
」
ま
た
は
「
印
鑑

登
録
証
兼
市
民
カ
ー
ド
」「
印
鑑
」
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
「
印
鑑
登
録
証
兼
市
民
カ
ー
ド
」
を
お

持
ち
の
方
に
暗
証
番
号
の
登
録
を
お
勧
め

し
ま
す
。
暗
証
番
号
の
登
録
を
す
る
と
、

平
日
の
午
後
5
時
以
降
や
土
日
に
住
民
票

な
ど
を
取
得
で
き
ま
す
。

　
「
印
鑑
登
録
証
」
ま
た
は
、「
印
鑑
登
録

証
兼
市
民
カ
ー
ド
」
に
暗
証
番
号
登
録
を

し
て
い
る
方
は
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、

戸
籍
全
部
事
項
証
明
・
個
人
事
項
証
明
、

戸
籍
の
附
票
を
自
動
交
付
機
で
取
得
で
き

ま
す
。

　

自
動
交
付
機
で
自
分
の
住
民
票
以
外
に

同
一
世
帯
の
方
の
住
民
票
も
取
得
で
き
ま

す
。
住
民
票
取
得
の
際
に
は
「
印
鑑
登
録

証
」「
印
鑑
登
録
証
兼
市
民
カ
ー
ド
」
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
自
動
交
付
機
で
取
得

で
き
ま
す
。

市民課 ☎773−6661

★
注
意
事
項

①�

自
動
交
付
機
を
利
用
で
き
る
の
は
、

カ
ー
ド
を
登
録
し
た
本
人
の
み
で
す

　
【
三
人
家
族
の
例
】

　

・
世
帯
主
（
お
父
さ
ん
）

　

・
妻
（
お
母
さ
ん
）　

・
子
ど
も

　

お
父
さ
ん
が
登
録
し
た
場
合
、
カ
ー

ド
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
方
は
お
父
さ

ん
だ
け
で
す
。
お
母
さ
ん
が
代
わ
り
に

来
て
、
子
ど
も
さ
ん
の
住
民
票
を
取
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

②�

転
出
者
・
死
亡
者
の
住
民
票
と
、
住

民
票
コ
ー
ド
付
き
の
住
民
票
は
窓
口

の
発
行
で
す

③�

暗
証
番
号
を
3
回
続
け
て
間
違
え
ま

す
と
、
番
号
の
再
登
録
が
必
要
で
す

④�

カ
ー
ド
と
発
行
さ
れ
た
証
明
書
は
、

取
り
忘
れ
ま
す
と
3
分
後
に
自
動
交

付
機
に
取
り
込
ま
れ
ま
す

⑤
使
用
で
き
る
紙
幣
は
千
円
札
の
み

⑥�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
自
動
交
付

機
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

【自動交付機で発行できる証明書の種類と手数料】
種　　類 手数料（窓口手数料）

住民票
250円（300円）印鑑証明書

戸籍の附票

戸籍
全部事項（謄本） 450円（450円）
個人事項（抄本）

※住民票コード付きの住民票は窓口発行のみ
※�戸籍の全部事項（謄本）・個人事項（抄本）・戸

籍の附票の発行は、本籍が南魚沼市の方に限り
ます

自
動
交
付
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

～
暗
証
番
号
を
登
録
す
る
と
同
居
家
族
の�

�

住
民
票
が
取
得
で
き
ま
す
～

�
【
問
合
せ
】　
市
民
課　
市
民
係　
☎
7
7
3

│

6
6
6
1

⃝

登
録
で
き
る
カ
ー
ド
は
次
の
4
種
類
で
す

自動交付機（各庁舎、正面玄関内にあります）

【稼動日時】
稼働日 稼動時間

1月4日〜
12月30日

⃝平日　　　　7：30〜20：00
⃝土日・祝日　8：30〜17：00

※�点検などで停止する場合は、市報などで
お知らせします
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⃝
締
切
り　
９
月
９
日
㈮

⃝
受
付
窓
口

・
畔
地
浄
水
場　
下
水
道
課

・
本
庁　

市
民
課　

市
民
係

・
大
和
・
塩
沢　

各
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

受
付
窓
口
で
受
験
案
内
と
申
込
書
を
お

渡
し
し
ま
す
。

⃝
受
験
講
習
（
参
加
は
任
意
で
す
）

・
日
時　
10
月
25
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

・
会
場　
ハ
イ
ブ
長
岡
（
長
岡
市
）

・
受
講
料　
5
、0
0
0
円

　
　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
金
含
む
）

⃝
認
定
試
験

・
日
時　
11
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

・
会
場　
長
岡
新
産
管
理
セ
ン
タ
ー

・
受
験
料　
3
、0
0
0
円

【
問
合
せ
】

　
㈶
新
潟
県
下
水
道
公
社　
総
務
課

�

☎
０
２
５

│

２
７
１

│

１
１
５
１

備
等
指
定
工
事
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

宅
地
内
下
水
道
管
（
排
水
設
備
）

の
清
掃
の
勧
誘

　

宅
内
の
排
水
設
備
の
清
掃
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。
排
水
設
備

は
、
皆
さ
ん
の
個
人
財
産
で
あ
り
、
市
が

点
検
や
清
掃
な
ど
を
業
者
に
依
頼
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
宅
地
内
排
管
の
無
償
点
検
」
と
い
っ

て
宅
内
の
マ
ス
の
蓋
を
開
け
、
汚
れ
を
見

せ
て
「
管
が
詰
ま
る
」「
管
が
駄
目
に
な

る
」「
下
水
道
本
管
を
傷
め
て
賠
償
請
求

さ
れ
る
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
る
悪
質
な

手
口
が
あ
り
ま
す
。

　

清
掃
を
す
る
こ
と
は
管
理
上
好
ま
し
い

こ
と
で
す
が
、
通
常
の
使
い
方
を
し
て
い

れ
ば
、
管
が
詰
ま
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
勧
誘
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
下
水
道
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

23
年
度
、
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
認
定
試
験
と
受

験
講
習
会

⃝
受
験
資
格

　
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
）

①�

土
木
や
建
築
関
係
な
ど
の
専
門
課
程
を

卒
業
し
た
方

②�

高
校
卒
業
以
上
で
実
務
経
験
１
年
以
上

を
有
す
る
方

③
実
務
経
験
２
年
以
上
を
有
す
る
方

下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
を
使
え
る
区
域
に
な
っ
た
ら
、

す
み
や
か
に
下
水
道
に
切
り
替
え
ま
し
ょ

う
。
汲
み
取
り
式
ト
イ
レ
を
使
用
し
て
い

る
場
合
は
３
年
以
内
に
、
浄
化
槽
の
場
合

は
遅
滞
な
く
水
洗
化
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
合
併
浄
化
槽
を
設
置
し
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
下
水
道
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
す
み
や
か
に
接
続
し
て
く
だ

さ
い
。
接
続
工
事
は
、
南
魚
沼
市
排
水
設

　
　
　
　
　
減
算
メ
ー
タ
ー
の

　
　
　
　
　
交
換
は
検
満
前
に

　

上
下
水
道
の
メ
ー
タ
ー
は
、「
計
量
器

の
検
定
合
格
の
効
果
が
継
続
す
る
期
間
」

が
個
々
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
期

間
を
満
了
す
る
こ
と
を
「
検
満
」
と
い
い

ま
す
。
検
満
に
な
っ
た
メ
ー
タ
ー
は
、
正

確
な
水
量
を
計
測
で
き
な
く
な
る
の
で
、

交
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
交

換
を
「
検
満
交
換
」
と
い
い
ま
す
。

　

下
水
道
用
の
減
算
メ
ー
タ
ー
は
、
個
人

で
検
満
交
換
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

減
算
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
方
は
、

検
満
が
い
つ
な
の
か
を
確
認
し
、
検
満
に

な
る
前
に
交
換
を
し
て
く
だ
さ
い
。
該
当

す
る
方
に
は
、
市
か
ら
案
内
文
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

交
換
は
、
排
水
設
備
等
指
定
工
事
店
へ

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
時
期
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
減
算
メ
ー
タ
ー
を
設
置
し
た

業
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下水道課 ☎774−2740

22
年
度
末
、
下
水
道
普
及
率
92
・
10
％
（
下
水
道
を
利
用
可
能
な
人
口
割
合
）

　
　
　
　
　
水
洗
化
率　
　
78
・
76
％
（
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
人
口
割
合
）

⃝

排
水
に
油
を
混
ぜ
な
い
で

　

六
日
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
〔
五
日
町
〕
の

処
理
場
で
は
、
小
さ
な
微
生
物
に
汚
れ
を

食
べ
さ
せ
、
下
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
ま

す
。
灯
油
や
天
ぷ
ら
油
を
流
す
と
、
こ
の

微
生
物
が
弱
り
、
処
理
能
力
が
低
下
し
て

し
ま
い
ま
す
。
油
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
平
日
は
施
設
の
見
学
も
で
き

ま
す
。
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
六
日
町
浄
化
セ
ン
タ
ー

�

☎
７
７
６

│

３
６
１
７

通常、蓋の裏に検満時期を示すシールが
張ってあります「このメーターの検満は
平成31年5月です」

下
水
道 

生
き
も
の

　
す
べ
て
の 

い
の
ち
の
わ

〜
９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」
で
す
〜

�

【
問
合
せ
】　
下
水
道
課　
下
水
道
業
務
係　
☎
７
７
４

│

２
７
４
０
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■■課 ☎773−0000 ／ ■■課 ☎773−0000 ／ ■■課 ☎773−0000

バルコニー

２
階 

平
面
図

１
階 

平
面
図

④
家
族
構
成
が
3
人
以
上

⃝
募
集
世
帯　
1
世
帯

⃝
入
居
期
間

　

10
月
1
日
～
平
成
25
年
3
月
31
日

⃝
所
在
地　
六
日
町
9
3
7

│

3

⃝�

構
造　
木
造
2
階
建
、
高
気
密
高
断
熱
、

オ
ー
ル
電
化
住
宅
（
平
成
22
年
11
月
建

築
）
延
床
面
積
1
1
3
・
86
平
方
メ
ー

ト
ル
（
約
34
・
44
坪
）

⃝�

設
備　
駐
車
場
、
地
下
水
熱
利
用
融
雪
、

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム

⃝
負
担　
水
道
光
熱
費
な
ど
の
経
費

⃝�
申
込
み　
環
境
交
通
課
の
応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

⃝
締
切
り　
9
月
15
日
㈭

⃝
結
果
通
知

　

9
月
26
日
㈪
ま
で
に
通
知
し
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
で
は
、
地
下
水
熱
利
用
に
よ

る
融
雪
や
冷
暖
房
、
太
陽
光
発
電
、
風
力

発
電
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
取

得
の
た
め
に
、
実
際
に
生
活
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
応
募
条
件

　
（
①
～
④
に
該
当
す
る
方
）

①�

南
魚
沼
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

②�

環
境
問
題
に
関
心
と
理
解
が
あ
る

③
デ
ー
タ
取
得
に
協
力
で
き
る

環境交通課 ☎773−6666 ／ 社会教育課 ☎773−6630

【
問
合
せ
】　
環
境
交
通
課

�

　
☎
7
7
3

│

6
6
6
6

家
賃
無
料
（
水
道
光
熱
費
の
み
）

上
町
エ
コ
住
宅
の

�
モ
ニ
タ
ー
募
集

� 【問合せ】　社会教育課　生涯スポーツ係　☎773－6630
⃝日程　10月2日㈰（日帰り：午前5時、市役所 本庁  出発）
⃝行き先　苗場山　標高2,145メートル
⃝コース　小赤沢コース（秋山郷側、登り約3時間30分）
⃝参加資格　�南魚沼市に在住・在勤・在学の小学5年生以

上で、健康で自力で登山できる方
　　　　　　（※小学生は保護者同伴でお願いします）
⃝定員　60人
⃝参加料　6,000円（交通費・入浴料込み）
⃝締切り　9月16日㈮（先着順、定員に達し次第締め切ります）
⃝申込み　次の手順でお願いします
　　　　　①　生涯スポーツ係に電話で予約をしてください
　　　　　②�　予約後、下記の窓口で申込用紙に必要事項を記入し、

参加料を添えて申し込んでください
⃝窓口　生涯スポーツ係（市民会館内）、大和公民館、塩沢公民館

①　天候などにより日程を変更することがあります
③　食事など必要なものは各自で用意してください
③　締切日以降、参加料は返金できません

～日本百名山 天空の湿原へ～

注意事項

第7回市民登山　苗場山　　　　　　参加者募集第7回市民登山　苗場山　　　　　　
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午
前
11
時
〜
午
後
2
時

　
イ
オ
ン
六
日
町
店

�

（
駐
車
場
内
）

�　
消
防
車
両
の
乗
車
体
験
、
ミ

ニ
救
急
講
習
（
A
E
D
講
習

等
）、
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
、
○

×
ク
イ
ズ
、
模
擬
消
火
器
で
の

消
火
体
験
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
設
置
相
談
な
ど

現
況
届
な
ど
の
手
続
き
は

お
済
で
す
か
?
（
児
童
扶
養

手
当
の
現
況
届
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
所
得
状
況
届
、
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
の
受
給
者

証
更
新
申
請
書
）

　

子
育
て
支
援
課

　
　
　

こ
ど
も
家
庭
支
援
班

�

☎
7
7
3

│

6
8
2
2

　

市
報
7
月
15
日
（
3
ペ
ー
ジ
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
現
況
届
な

ど
、
未
提
出
の
方
が
い
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
、
至
急
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
手
続
き
を
し
な

い
と
手
当
て
が
差
し
止
め
と
な
り
、

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

を
満
た
す
方
で
申
請
書
が
届
か
な

か
っ
た
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
条
件
を
両
方
満
た
す
方
）

①�

要
介
護
度
4
以
上
の
認
定
を
受

け
た
65
歳
以
上
の
方
を
、
4
月

1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
、
連
続
3
か
月
以
上
、
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
家
族

②�

被
介
護
者
が
特
別
障
害
者
手
当
、

福
祉
手
当
の
受
給
権
が
な
い
こ

と
⃝
支
給
月　
12
月

⃝
支
給
予
定
額

　

3
0
、0
0
0
円

　

9
月
30
日
㈮

⃝
申
請

　
大
和　

大
和
市
民
セ
ン
タ
ー

　
本
庁　

福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

　
塩
沢　

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

愛
の
消
防
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

開
催

　

消
防
本
部

　
　
　

警
防
課
救
急
係

�

☎
7
8
2

│

5
3
3
1

　

イ
オ
ン
六
日
町
店
様
か
ら
ご
協

力
い
た
だ
き
、
消
防
と
の
ふ
れ
あ

い
広
場
「
愛
の
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

9
月
19
日
（
敬
老
の
日
）

（
1
〜
4
級
）
の
交
付
を
受
け

て
い
る
世
帯

・�

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
の
み
の
世
帯

⃝
対
象
外

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

・
市
民
税
の
所
得
割
課
税
世
帯

・�

親
族
な
ど
か
ら
こ
の
事
業
と
同

等
の
援
助
が
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
世
帯

・�

世
帯
員
の
い
ず
れ
か
が
、
市
内

に
居
住
す
る
者
に
よ
り
所
得
税

な
ど
の
扶
養
親
族
と
な
っ
て
い

る
世
帯

・
3
か
月
以
上
不
在
と
な
る
世
帯

⃝
利
用
限
度

　

累
計
作
業
時
間
で
24
時
間

⃝
利
用
者
負
担

　

1
時
間
当
た
り
4
0
0
円

�　
福
祉
課
か
民
生
委
員
に
相
談

し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
中
！

在
宅
要
介
護
高
齢
者�

�

家
族
手
当

　

福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
7

　

市
報
8
月
1
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
右
記
の
申
請
は
、
現
在
各
庁

舎
で
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
対
象

予
想
世
帯
に
申
請
書
を
郵
送
し
て

い
ま
す
。
条
件
を
満
た
す
方
は
期

限
ま
で
に
申
請
願
い
ま
す
。
条
件

ン
」
の
再
生
を
目
的
と
し
て
、
県

内
の
山
城
跡
な
ど
で
狼
煙
リ
レ
ー

を
す
る
「
に
い
が
た
狼
煙
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
今
年
も
実
施
さ
れ

ま
す
。
狼
煙
リ
レ
ー
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
方
、
団
体
を
募
集
し

ま
す
。

　

10
月
16
日
㈰　

午
前
11
時
頃

⃝
注
意
事
項

　

狼
煙
上
げ
の
場
所
は
城
跡
に
こ

だ
わ
り
ま
せ
ん
。
安
全
第
一
で
狼

煙
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

な
ら
Ｏ
Ｋ
で
す
。
参
加
者
主
体
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
、
狼
煙
場
の

整
備
、
地
権
者
へ
の
説
明
な
ど
は

参
加
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

�　
商
工
観
光
課
に
申
込
用
紙
が

あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
9
月
15
日
㈭

除
雪
援
助
事
業

　

福
祉
課　

高
齢
福
祉
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
7

　

市
で
は
、
住
宅
の
屋
根
除
雪
を

自
力
で
行
う
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
な
ど
要
援
護
世
帯
に
対
し
、
生

活
の
安
全
確
保
と
心
身
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
除
雪
費
を
援

助
し
て
い
ま
す
。（
自
然
落
下
式
・

融
雪
屋
根
は
除
き
ま
す
）

・
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

・�

世
帯
主
が
身
体
障
害
者
手
帳

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

掲
示
板

 

問
合
せ	

 
申
込
み

 

日
時	

 

会
場

 

期
間	

 

時
間

 

対
象	

 

資
格

 

定
員	

 

費
用

 

締
切
り	

 

内
容

 

講
師	

 

そ
の
他

本
庁 

本
庁
舎	

大
和 

大
和
庁
舎

塩
沢 

塩
沢
庁
舎

公
営
住
宅
募
集
の
延
期

　

都
市
計
画
課　

施
設
係

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
2

　

新
潟
・
福
島
豪
雨
被
災
者
受
け

入
れ
の
た
め
、
一
般
公
募
の
掲
載

は
9
月
15
日
号
に
延
期
し
ま
す
。

参
加
者
・
団
体
募
集
!

に
い
が
た
狼
煙�

�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

・
　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

観
光
交
流
係

　

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
5

　
「
里
山
・
里
川
・
里
地
・
里
海
」

と
「
人
と
人
、
人
と
地
域
、
地
域

と
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
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参
加
者
募
集
！

広
域
交
流
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ�

�

パ
ー
テ
ィ
ー

・
　

エ
フ
エ
ム
ゆ
き
ぐ
に

�

☎
7
7
8

│

1
5
0
0

☆
ほ
ろ
酔
い
ナ
イ
ト

〜
カ
ク
テ
ル
講
座
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
づ
く
り
〜

　

秋
が
深
ま
る
な
か
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
ク
テ
ル
を
つ
く
り
な
が
ら
新

し
い
出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
?

お
い
し
い
カ
ク
テ
ル
が
、
あ
な
た

の
背
中
を
そ
っ
と
押
し
て
く
れ
ま

す
。
新
し
い
恋
に
乾
杯
!

　

9
月
24
日
㈯

　
　

午
後
3
時
（
受
付
開
始
）

�　
浦
佐
ホ
テ
ル 

オ
カ
ベ

�　
独
身
の
男
女
限
定　

男
性　

28
歳
〜
39
歳
の
南
魚
沼

地
域
（
南
魚
沼
市
・
湯
沢
町
）

在
住
者
ま
た
は
勤
務
者

女
性　

28
歳
〜
39
歳
の
国
内
在

住
者

�　
男
性　

5
、0
0
0
円

　
　

女
性　

3
、0
0
0
円

�　
男
女
、
各
16
人

　

9
月
12
日
㈪

※�

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ド
リ
ン
ク
・

軽
食
も
ご
用
意
し
ま
す
。

※�

当
日
は
ア
ル
コ
ー
ル
が
提
供
さ

れ
る
た
め
、
車
で
の
ご
来
場
は

ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

　

9
月
20
日
㈫

※�

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

予
告

　

10
月
27
日
、
男
性
介
護
者
の
つ

ど
い
を
行
い
ま
す
。

参
加
者
募
集
！

魚
野
川
河
川
美
化
運
動

　

建
設
課　

�

☎
7
7
3

│

6
6
7
4

　

ふ
れ
あ
い
魚
野
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
は
、
9
月
〜
10
月

の
毎
月
第
4
土
曜
日
の
午
前
7
時

か
ら
1
時
間
程
度
、
六
日
町
大
橋

付
近
の
河
川
敷
で
草
刈
り
、
花
壇

の
草
取
り
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
作

業
を
し
て
い
ま
す
。

 

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

⃝
注
意
事
項

　

傷
害
保
険
な
ど
の
加
入
は
な
い

の
で
個
人
責
任
で
参
加
で
き
る
方
。

9
月
の
活
動

　

9
月
24
日
㈯　

午
前
7
時
〜

⃝
集
合
場
所

　

六
日
町
大
橋
の
下
（
坂
戸
側
）

国
・
県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

伝
言
板

な
ど
に
関
心
の
あ
る
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
は
、
市
と
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
共
催
に
よ
り
、
在
宅
で
介

護
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
介
護

者
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
他
の
方

の
話
を
聞
く
こ
と
で
ヒ
ン
ト
を
得

て
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

　

9
月
29
日
㈭

　
　

午
前
10
時（
受
付
開
始
9
時
）

�　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
さ
わ

ら
び
（
大
和
公
民
館
と
な
り
）

⃝
午
前
の
部

　
講
演
「
介
護
を
受
け
る
人
の
気

持
ち
、
介
護
を
す
る
人
の
気
持
ち
、

お
互
い
大
切
な
こ
と
〜
認
知
症
の

人
と
そ
の
介
護
者
を
支
え
て
い
く

た
め
に
、
将
来
に
そ
な
え
た
準
備

〜
」

　

田
部
井　

康
夫　

氏

　

�

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
群
馬

県
支
部
代
表
（
通
所
介
護
事
業

所
管
理
者
）　

⃝
午
後
の
部

　

介
護
者
交
流
の
場「
ひ
な
げ
し
」、

　

昼
食
、
座
談
会
ほ
か

　
（
終
了
予
定
、
午
後
2
時
30
分
）

�　
5
0
0
円
（
昼
食
代
、
交
流

会
に
昼
食
を
か
ね
て
参
加
さ
れ

る
方
の
み
）　　
　
　
　
　

 

乳
幼
児
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
使
用
し
、

大
切
な
子
ど
も
の
命
を
大
人
の
責

任
で
、
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

介
護
さ
れ
る
方
や
介
護
者

を
地
域
で
支
え
る
た
め
の

講
演
会
と
介
護
者
交
流
会

・
大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�
☎
7
7
7

│

2
1
1
1

六
日
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー�
☎
7
7
3

│

6
6
7
5

塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
7
8
2

│
0
2
5
2

社
会
福
祉
協
議
会

�

☎
7
7
3

│
6
9
1
1

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
、
認
知

症
の
人
と
家
族
の
会
新
潟
県
支
部

の
共
催
に
よ
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
介
護
に
関
す
る
こ
と
、
認
知

症
の
方
へ
の
介
護
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
、
地
域
で
の
支
え
あ
い

9
月
の
交
通
安
全�

�

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

環
境
交
通
課

�

☎
7
7
3

│

6
6
6
6

⃝�

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
の
徹
底

　

昨
年
、
県
内
で
発
生
し
た
交
通

事
故
の
う
ち
、
自
動
車
乗
車
中
の

死
者
は
43
人
。
そ
の
う
ち
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
者
は
14
人
だ
け
で
し

た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
者
29

人
の
う
ち
13
人
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ
た
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

万
が
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
、

全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
5
月
の
調
査
で
県
内
の

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
使
用
率
は

60
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
と
全
国
平
均

の
57
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
状
況

で
す
。
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�　

記
念
講
演
「
家
族
の
思
い
・

家
族
の
ね
が
い
」

・
金
子　

裕
美
子　

氏

　
　
（
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

�

新
潟
県
支
部
代
表
）

　

・�

干
場　

功　

氏
（
若
年
認
知

症
家
族
会�

彩
星
の
会
代
表
）

※�

入
場
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ま
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

市
民
公
開
メ
ディ
カ
ル
セ

ミ
ナ
ー
in
魚
沼
2
0
1
1

「
天
地
腎
ふ
た
た
び
!
」

・
　

県
立
小
出
病
院
（
地

域
連
携
室
）　

〒
9
4
6

│

0

0
0
1　

魚
沼
市
日
渡
新
田
34

☎
0
2
5

│

7
9
2

│

2

�
1

�
1
�

1
（
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
9

時
〜
午
後
3
時
）

　

生
活
習
慣
病
と
慢
性
腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
に
な
ら
な
い
た
め
に
!

生
活
の
注
意
点
を
ご
案
内
し
ま
す
。

�　

10
月
15
日
㈯

　
　

午
後
2
時
（
開
場
1
時
）

�　

小
出
郷
文
化
会
館�

　
　
（
大
ホ
ー
ル
）

�　

無
料　

�　

先
着
7
0
0
人

⃝�

申
込
み
方
法　
ハ
ガ
キ
に
氏
名
、

年
齢
、
住
所
、
参
加
人
数
、
質

問
を
記
載
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
後
、
当

日
は
そ
の
ま
ま
お
越
し
く
だ
さ

い
。

て
み
ま
せ
ん
か
。

�　

9
月
17
日
、
10
月
15
日 

、

　
　

11
月
19
日 （
全
3
回
）

�　

魚
沼
市
内
の
森
林
な
ど

�　

山
の
整
備
方
法
、
造
林
補
助

金
、
山
の
境
界
確
定
方
法
な
ど

⃝�

講
義　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
、
間
伐
作
業
、
伐
採
・

搬
出
な
ど　
　

�　

約
20
人

�　

森
林
内
作
業
の
可
能
な
魚
沼

市
、
南
魚
沼
市
、
湯
沢
町
在
住

の
森
林
所
有
者
で
全
3
回
を
受

講
す
る
意
志
が
あ
る
方

�　

5
、0
0
0
円
（
全
3
回
の

保
険
料
・
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
）

�　

9
月
9
日
㈮

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

若
年
認
知
症
家
族
会

設
立
3
周
年
記
念
講
演
会

　

地
域
医
療
連
携
室

　
　

家
族
会
事
務
局（
病
院
内
）

�

☎
7
7
7

│

2
1
1
1

�

（
内
線
4
1
9　

手
島
）

⃝�

主
催　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院 

若
年
認
知
症
家
族
会　

空
の
会

（
Ｓ
ｋ
ｙ
）

�　

9
月
17
日
㈯　

午
後
3
時
30

分
〜
5
時
30
分
（
開
場
3
時
）

�　

ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院

�

（
健
友
館
2
階
）

い
。
飲
食
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
出
店
も
あ
り
ま
す
。

�　

9
月
17
日
㈯

　
　

午
前
11
時
〜
午
後
7
時

�　

八
色
の
森
公
園

六
日
町
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
「
六
の
市
」

　

六
日
町
商
工
会

�

☎
7
7
2

│

2
5
9
0

�　

9
月
11
日
㈰

　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

�　

六
日
町
駅
前
通
り
商
店
街

�　

衣
類
、
日
用
品
、
玩
具
、
木

工
品
を
は
じ
め
、
飲
食
店
コ
ー

ナ
も
充
実
!　

よ
さ
こ
い
や
幼

稚
園
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ

ン
ス
、
そ
の
ほ
か
楽
し
い
催
し

も
予
定
し
て
い
ま
す
。
毎
回
大

好
評
の
「
大
抽
選
会
」
も
賞
品

を
い
っ
ぱ
い
用
意
し
て
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

参
加
者
募
集
！

テ
ー
マ
は
利
用
間
伐

休
日
林
業
入
門
講
座

・
　

地
域
振
興
局　

林
業

振
興
課�

☎
7
7
2

│

8
2
6
3

　

こ
れ
ま
で
皆
で
植
え
育
て
て
き

た
大
切
な
故
郷
の
森
、
こ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

自
分
で
木
を
切
っ
て
、
山
を
き
れ

い
に
し
な
が
ら
、
山
の
木
を
使
っ

護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
毎

月
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
1
件
約
30
分
。
ご

希
望
の
方
は
9
月
21
日
の
正
午
ま

で
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
皆
さ
ん
が
弁
護
士
に
よ
る
相
談

時
間
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
、
予

約
時
に
概
要
を
相
談
員
が
伺
い
ま

す
）

�　

9
月
22
日
㈭

　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

�　

ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
銭
淵
公
園
と
な
り
）

六
日
町
駅

美
佐
島
トン
ネ
ル

市役所
本庁舎

ディスポート

銭淵公園

坂戸山

ふれ愛
 支援センター

魚
野

川

六日町大橋

六日町

17

291

第
4
回
南
魚
沼
市

「
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ブ
ラ
イ
ブ
」

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
（
㈱
イ
ー
シ
ー
、井
上
）

　

�

☎
7
7
3

│

2
1
1
1

　

音
楽
・
舞
踊
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ

ン
ル
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
が

出
演
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
ひ

と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

　

法
務
局　

南
魚
沼
支
局

�

☎
7
7
2

│

3
7
4
2

〝
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
〟

�　

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
電
話
相

談

�

・
9
月
5
日
㈪
〜
9
日
㈮

　
　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

　

・
9
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

【
相
談
担
当
】　
法
務
局
職
員
ま
た

は
人
権
擁
護
委
員　

☎
0
5
7
0

│

0
0
3

│

1
1
0
（
全
国
共
通

人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

・
　

南
魚
沼
市

�

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�

☎
7
7
2

│

2
5
4
1

　

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
重
債

務
も
含
め
た
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
身
近
な
相
談
窓
口
と
し

て
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
弁
護
士
に
よ
る

　
『
消
費
生
活
』
無
料
法
律
相
談

マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多
重

債
務
な
ど
お
金
に
ま
つ
わ
る
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
に
弁
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� 【問合せ】　アグリコア越後ワイナリー　☎777－5877
　八海山麓にひろがる、5万坪の敷地を持つ緑いっぱいの「八色の森公園」。ワイン片
手に楽しい音楽を聴きながら、ぶどうの収穫を楽しみましょう。　【入場無料】
⃝日時　9月17日㈯〜19日㈪祝日　10：00〜16：00
⃝会場　アグリコア越後ワイナリー／八色の森公園〔浦佐〕
　ご来場いただいた方は、巨峰を上回るおいしさといわれる高級食用ぶどう「藤稔（ふ
じみのり）」を1房もぎ獲りできるサービスがあります。（先着順で、数に限りがありま
すので、ご了承ください）屋外コンサートやお楽しみ抽選会などのイベントもあります。
年に一度の収穫を祝う、ぶどうとワインのお祭りです。ご友人、ご家族とお誘い合わせ
てお出かけください。

⃝
参
加
資
格

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳
以
上
の
個

人
ま
た
は
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法

人
・
団
体
な
ど
で
、
次
の
点
に
同
意
さ
れ

る
方
。

①�　

出
店
位
置
は
実
行
委
員
会
で
決
定
し

ま
す
。（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ス
ペ
ー

ス
は
、
中
央
駐
車
場
の
西
側
歩
道
上
を

予
定
し
て
い
ま
す
）

②�　

区
画
は
間
口
2
・
7
メ
ー
ト
ル
の
予

定
で
、
1
人
（
組
）
1
店
舗
で
す
。

③�　

出
店
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
ン
ト
な

ど
は
設
置
し
ま
せ
ん
。
雨
天
の
対
応
、

販
売
に
必
要
な
机
・
イ
ス
な
ど
の
機
材

は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④�　

食
料
品
、
生
き
物
の
販
売
は
で
き
ま

せ
ん
。

⃝
締
切
り　
9
月
15
日
㈭

⃝
申
込
方
法

　

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

販
売
予
定
品
を
、商
工
観
光
課
に
電
話（
Ｆ

Ａ
Ｘ
）
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
様
式
不

問
）。
出
店
位
置
と
駐
車
場
な
ど
、
詳
細

は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

※�

希
望
者
多
数
の
場
合
、
期
間
内
で
も
募

集
を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⃝
ス
テ
ー
ジ
参
加
者

　

公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
ダ
ン
ス
な
ど
）
の
発

表
者
を
15
チ
ー
ム
程
度
募
集
し
ま
す
。（
参

加
費
は
無
料
で
す
）

⃝
締
切
り　
9
月
15
日
㈭

⃝
申
込
方
法

　

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
、

商
工
観
光
課
に
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
（
様
式
不
問
）。
折
り
返

し
申
込
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

※�

希
望
者
多
数
の
場
合
、
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

魚
沼
ダ
ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

�

【
申
込
み
・
問
合
せ
】　
商
工
観
光
課　
☎
7
7
3

│

6
6
6
5
・

7
7
3

│

6
7
1
0

第
7
回 

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り

～
10
月
9
日
㈰
開
催
、� 会
場「
八
色
の
森
公
園
」～

参加者
募　集

⃝予約前売券 2,300 円（当日券 2,500円）
　�アグリコア越後ワイナリーほか、市内酒販店にて販売
中です。

⃝内容　特選ワイン1 本＋スパークリングワイン1本
⃝特典　「藤稔」1 房もぎ獲り＋お楽しみ抽選券

越後ワインセット前売券発売中!

第10回 ぶどう収穫祭とワイン祭り
９月17日㈯
〜19日㈪祝日
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南魚沼市図書館� ☎773−6677
大和図書室� ☎777−4671
塩沢図書室� ☎782−0100
図書館は皆さんの本棚です。
一人ひとりが自分の本棚とし
て気軽に活用していただきた
いと願い土日・祝日を開館し
てお待ちしています。

【南魚沼市図書館】 9：00 〜
17：00（※ 金曜のみ9：00 〜
19：00）　【大和図書館】 平日
9：00 ～19：00 ／土日祝日9：
00 ～ 17：00　【塩沢図書室】 
火 水 木 金9：00 〜20：00 ／
月・土日祝日9：00 ～17：00

5月の開館時間

9月の休館日【南魚沼市図書館】毎週月曜日（祝日は翌日）、15日（毎月、第3木曜は図
書整理日）　【大和図書室】毎週月曜日（祝日は翌日）　【塩沢図書室】なし

　9月から、図書館所蔵の図書を検索出来る「蔵
書検索」や「利用者貸出状況」などの検索サー
ビスを始めました。個人情報をご覧いただく際
は、パスワードが必要です。本人の図書利用カー
ドと数字4桁のパスワードを準備して、南魚沼
市図書館に申請してください。市の公式ウェブ
サイトと携帯電話からも検索可能です。下記の
URLからご利用ください。

利用できる検索内容
⃝蔵書検索　所蔵館、貸出区分、貸出状態など
⃝新着案内、貸出ベスト、予約ベスト
⃝貸出状況確認（パスワード登録必要）
⃝予約状況確認（パスワード登録必要）
⃝利用者登録情報変更（パスワード登録必要）
⃝開館カレンダー
http://www.lib-minamiuonuma.jp

【南魚沼市図書館】火〜日（9：
00〜17：00、金曜のみ9：00
〜19：00）　【大和図書館】平
日9：00〜19：00 ／土日祝日
9：00〜17：00　【塩沢図書室】
火 水 木 金9：00〜20：00 ／
月・土日祝日9：00〜17：00

9月の開館時間

ぎ
ょ
う
、
こ
と
ば
あ
そ
び
、
お
は

な
し
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
、

楽
し
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

お
は
な
し
か
い
の
後
は
、
ぜ
ひ
図

書
館
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時　
9
月
10
日
㈯

　

幼
児
向
け
午
前
10
時
～

　

小
学
生
向
け
午
前
10
時
35
分
～

⃝
会
場　
中
央
公
民
館
（
和
室
）

⃝
対
象　
幼
児
か
ら
小
学
生
と

　
　
　
　

そ
の
保
護
者

⃝
問
合
せ　
南
魚
沼
市
図
書
館

8
月
の
巡
回
図
書（
隔
月
1
0
0
冊
）

　

8
月
18
日
、
塩
沢
図
書
室
分
を

入
れ
替
え
ま
し
た
。【
次
回
、
大

和
図
書
室
は
9
月
15
日
㈭
】

し
か
っ
た
で
す
。
◆
毎
年
、
夏
休

み
の
読
書
の
つ
ど
い
で
行
う
〝
科

学
の
実
験
〟
を
子
ど
も
と
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
毎
回
い
ろ
い
ろ

な
実
験
を
し
て
い
た
だ
け
て
、
大

人
の
私
も
ち
ょ
っ
と
小
学
生
に
も

ど
っ
た
感
じ
で
一
緒
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
◆
ス
ラ
イ
ム
作
り
が
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
と
、
本

の
「
お
ば
け
の
か
い
す
い
よ
く
」

と
い
う
本
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で

す
。
◆
ス
ラ
イ
ム
作
り
が
楽
し

か
っ
た
。
成
功
で
き
て
よ
か
っ
た
。

キ
レ
イ
な
色
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

◆
普
段
ぜ
っ
た
い
作
ら
な
い
よ
う

な
物
を
作
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◆
今
日
一
番
楽
し
か
っ
た
こ
と
は

ス
ラ
イ
ム
作
り
で
す
。
ひ
と
り
ひ

と
り
こ
せ
い
て
き
な
色
で
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

9
月
の
お
は
な
し
か
い

　

て
あ
そ
び
＆
て
ぶ
く
ろ
に
ん

見
て
い
る
だ
け
で
は
気
が
お
さ
ま

ら
ず
、
自
分
も
作
ら
せ
て
頂
き
ワ

ク
ワ
ク
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
◆
絵

本
も
楽
し
ん
で
い
た
し
、
今
回
は

工
作
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
よ
う

で
し
た
。
◆
家
に
い
る
と
工
作
を

す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
子
ど
も

も
と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た
。
ま

た
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
が
と
て

も
上
手
で
大
人
も
引
き
込
ま
れ
楽

9
月
読
書
の
つ
ど
い

︱
テ
ー
マ
は
「
た
べ
も
の
」、

�

草
花
あ
そ
び
も
楽
し
そ
う
！
︱ 

⃝
日
時　
9
月
17
日
㈯

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

⃝
会
場　
南
魚
沼
市
図
書
館

⃝
テ
ー
マ　
『
た
べ
も
の
』

⃝�

内
容　
草
花
あ
そ
び
、
エ
プ
ロ

ン
シ
ア
タ
ー
「
お
お
き
な
か

ぶ
」、
新
し
い
本
の
紹
介
、
読

み
聞
か
せ

⃝�

対
象　
幼
児
、
小
学
生
、
保
護

者
ほ
か
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

⃝
定
員　
50
人

⃝
締
切
り　
9
月
16
日
㈮

⃝
申
込
み　
南
魚
沼
市
図
書
館

7
月
読
書
の
つ
ど
い
一
口
感
想
集

工
作
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
！

　

夏
休
み
最
初
の
親
子
行
事
と
し

て
、
久
し
ぶ
り
に
読
書
の
つ
ど
い

に
参
加
し
ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ム
作

り
、
子
ど
も
が
作
っ
て
い
る
の
を

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

　

タ
オ
ル
う

さ
ぎ
を
つ
く

る
よ
！

⃝
日
時

　

9
月
16
日
㈮

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

⃝
会
場　
大
和
公
民
館

⃝�

内
容　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
、
絵
本
、
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
、
手
遊
び
、
歌
な
ど

⃝
対
象　
0
〜
3
歳
児
と
保
護
者

⃝
参
加
費　
無
料
（
予
約
不
要
）

⃝
問
合
せ　
大
和
公
民
館

�

☎
7
7
7

│

4
6
7
1

図書館のネット検索 スタート
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鼓童 トーク＆ライブ〜交流公演バージョン〜
　鼓童が全国各地の学
校などで開催している
交流学校公演をベース
に、トーク・演奏・体
験などを盛り込んだコ
ンサート。鼓童の新し
い魅力が発見できます。
⃝日時　9月11日㈰　14：00（開場13：30）
⃝会場　市民会館（大ホール）
⃝料金　全席自由　1,500円（4歳未満入場不可）
※会館、会館プレイガイドにて好評発売中！ 

第25回記念 魚沼吹奏楽団定期演奏会
　25回目の記念公演！
　スペシャルゲストは、
エリック・ミヤシロ！

⃝日時　11月20日㈰　14：00（開場13：30）
⃝会場　市民会館（大ホール）
⃝料金　全席自由500円（当日700円）
※�9月18日㈰から会館、会館プレイガイドにて発売開

始！　〈会員発売は9月11日㈰から〉

新潟の美術家たち展
⃝期間
　9月3日㈯～ 27日㈫
　新潟県内で独自の立場
から創作活動に取り組み、
意欲的に作品を発表され
ている作家11人による
展覧会。
　出展者は長谷部昇（洋
画）・荻野弘一（彫刻）・
佐藤和行（造形）・赤穂
恵美子（染色）・霜田文
子（BoxArt）ほか

なでしこジャパン夢を諦めずに世界一！
⃝開催　9月27日㈫まで　
　なでしこジャパン優勝記念特設コーナーを設置しま
した！

八色の森コンサート
小出信也フルートとピアノの夕べ

⃝日時　9月10日㈯　17：00（開場16：00）
⃝会場　池田記念美術館（エントランスホール）
⃝料金　前売券　大人2,500円／小中高500円
　　　　（当日券は大人のみ500円増）
　演奏は、元Ｎ響首席フルート奏者の小出信也さんと
ピアニストの小林えりさんです。（当日、美術館は午
後休館します）

第2期　花顔柳腰の人～少女から女性へと変わりゆ
く女性像を観る～加山又蔵、斎藤三郎、ピカソ、イ
カールなど　【10月2日㈰まで開催】

南魚沼市民会館 受付8：30〜17：15
9月の休館日：毎週月曜（祝日の場合は翌日）

☎773−5500　 772−8161　 0120−150−142
http：//www.6bun.jp　 info＠6bun.jp

富岡惣一郎 白の軌跡　開催中

⃝期間　10月10日まで
　1950年代から90年代にいた
る富岡惣一郎の作品を、一挙
に展示します。トミオカホワ
イトの世界を存分にご堪能く
ださい。

トミオカホワイト美術館 開館9：00〜17：00
9月の休館日：毎週水曜

☎775−3646　 http：//www.mynet.ne.jp/white
入館料：一般600円／小中高300円

棟方志功アートステーション 開館9：00〜17：00（入館は16：30まで）
9月は無休です

☎772−7171　 http：//www.m-uonuma.jp/m-artstation/

池田記念美術館 開館9：00～ 17：00（入館は16：30まで）
9月の休館日：毎週水曜

☎780−4080　 777−3815　 http：//www.ikedaart.jp
入館料：大人500円／高校生以下無料

写真撮影：南しずか

エリック・ミヤシロ

� 抽象・ブルーA 30号

霜田文子「キエタチズ」
2011年
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【申込み・問合せ】
　NPO法人野外教育学修センター　魚沼伝習館
� ☎025−793−7320

MTBアタックキャンプ
～自転車を使って長距離サイクリング～

　活動中は野外調理やテント泊などを予定してい
ます。
⃝日時　10月8日㈯〜10日㈪祝日
⃝予定コース　魚沼市地域と妙高地域周辺
� （魚沼地域で集合し目的地を目指します）
⃝対象　小学校4年生～中学生
⃝参加費　16,000円（保険料を含む）
⃝�持ち物　動きやすい服装・スニーカーまたはト

レッキングシューズ・タオ
ル・軍手・帽子など（参加
者に詳しくお伝えします）

⃝定員　20人
⃝締切り　9月22日㈭
⃝その他　小雨決行

秘密基地あそび
　木を使ってブランコや秘密基地を作り、森の中
で一日過ごしませんか。
⃝日時　9月18日㈰　9：00〜14：00
⃝会場　魚沼市福山新田
⃝対象　年長組～中学生（年長組は保護者同伴）
⃝参加費　800円（保険料含む）
⃝�持ち物　動きやすい服装・スニーカーまたはト

レッキングシューズ・タオル・軍手・帽子・弁
当・水筒など（参加者に詳しくお伝えします）

⃝定員　20人
⃝締切り　9月15日㈭
⃝その他　小雨決行

　初めての方も、長く続けてこられた方も、和やかな
雰囲気の中で、　「絵手紙」を楽しんでみませんか？（全
4回）
⃝日時　9月30日㈮、10月7日㈮・12日㈬・17日㈪
　　　　13：30〜15：30
⃝会場　大和公民館〔浦佐〕
⃝講師　関　千枝子 さん
⃝参加費　250円
　（4回分、ハガキ10枚つき）
⃝定員　20人（申し込まれた方に詳細を送ります）
⃝締切り　9月15日㈭
【申込み・問合せ】　大和公民館　☎777−4671

高齢者生きがい学習会 　「絵手紙教室」

市民セミナー 　「秋野菜と米粉のモチモチ料理」
　今回の料理教室は、米粉を使った料理が中心です。
米粉のモチモチ感を実感してみませんか。大勢の参加
お待ちしております。
⃝日時　①10月5日㈬　10：00〜12：00
　　　　②10月5日㈬　19：00〜21：00
　　　　③10月6日㈭　10：00〜12：00
　　　　※各10分前にお集まりください
⃝会場　塩沢公民館（調理実習室）
⃝講師　木村 多美子 さん
⃝内容　�米粉シチュー、米粉大根餅、
　　　　米粉団子黒蜜かけ、豚肉のきのこ巻き蒸し
⃝対象　市内在住または在勤の方
⃝参加費　700円（当日集金）
⃝持ち物　�エプロン、三角巾、ふきん、台ふきん、
　　　　　持ち帰り容器
⃝定員　①～③各20人
【申込み・問合せ】　中央公民館　☎773－6610

ヤングプラザ南魚沼 　「アロマセラピー講座」
　植物から抽出した精油（エッセンシャルオイル）の
香りで自分を癒すアロマセラピー。今回は香りについ
て学び、香りの体験、自分がブレンドしたペンダント
作り、手浴、手のひらのツボ押しなどの実習を行いま
す。
⃝日時　10月5日㈬・12日㈬・19日㈬
　　　　19：30〜21：30（※3回連続講座です）
⃝会場　勤労青少年ホーム〔二日町〕

⃝講師　上村 美幸 さん（日本ホリスティック
� アロマセラピー協会講師）
⃝対象　16〜40歳の女性（高校生不可）
⃝参加費　1,000円（材料費など、当日集金）
⃝定員　10人
⃝締切り　9月20日㈫
【申込み・問合せ】　子ども・若者育成支援センター
� ☎773−6611

うおぬま
わくわくキッズ
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ま のひろばな び

スタート

第1中継所

第2中継所

第3中継所

第4中継所

第5中継所

第6中継所

第7中継所

ゴール G

S



スタート

第1中継所

第2中継所

第3中継所

第4中継所

第5中継所

第6中継所

第7中継所

ゴール G

S

第1区 大 原
運 動 公 園

〜 元店建設前 5.6㎞

第2区 元店建設前 〜
三 郎 丸
公 民 館 前

2.4㎞

第3区 三 郎 丸
公 民 館 前

〜
ディスポート
付 近 河 川 敷

5.2㎞

第4区 ディスポート
付 近 河 川 敷

〜
二日町給食
センター脇

3.2㎞

第5区 二日町給食
センター脇

〜
麓かごや商店
付近（旧道）

4.6㎞

第6区 麓かごや商店
付近（旧道）

〜
大 崎
農業会館前

3.3㎞

第7区 大 崎
農業会館前

〜
ＪＡ東支店
倉 庫 前

4.8㎞

第8区 ＪＡ東支店
倉 庫 前

〜 大和公民館 3.4㎞

参加チーム募集!!

⃝日時　10月23日㈰　9：00スタート（雨天決行）
⃝コース　8区間（全長32.5キロメートル）
⃝チーム編成　選手8人、補欠3人以内、役員2人（2重登録不可）
⃝参加資格　中学生以上
⃝種別　① 男子の部　② 女子の部
⃝参加費　1チーム　8,000円
⃝締切り　9月26日㈪
⃝申込み窓口　社会教育課、大和公民館、塩沢公民館、
　　　　　　　ディスポート南魚沼

第7回 南魚沼市
� 縦断駅伝競走大会

【問合せ】　社会教育課　生涯スポーツ係
� ☎773−6630
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冬
の
期
間
、
こ
の
地
に
は
大
量

の
雪
が
降
り
積
も
り
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
発
生
す
る
豊
富
な
湿

り
気
、
き
れ
い
な
空
気
と
水
、
そ

し
て
何
よ
り
、
何
か
月
も
雪
に
閉

ざ
さ
れ
る
生
活
の
中
で
培
わ
れ
た

人
々
の
忍
耐
力
と
誠
実
さ
。
そ
れ

ら
が
相
ま
っ
て
こ
そ
越
後
上
布
は

作
ら
れ
る
の
だ
と
牧
之
は
言
っ
て

い
る
の
で
す
。

　

雪
国
の
風
土
が
生
み
、
雪
国
に

暮
ら
す
人
々
が
育
て
た
越
後
上
布

は
、
ま
さ
に
雪
国
に
住
む
私
た
ち

の
宝
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

�

【
問
合
せ
】　
社
会
教
育
課　
文
化
振
興
係　
☎
7
7
7

－

4
6
7
1

〝
雪
と
人
が
育
て
た
最
上
の
夏
織
物
〟

越
後
上
布

【
越
後
上
布
と
は
】

　

通
気
性
に
富
み
、
さ
ら
り
と
し
た
触
感
が
心
地
よ
い
、
夏
物
と
し
て
は

最
上
級
の
麻
織
物
で
す
。

　

原
料
に
は
「
苧ち

ょ

麻ま

」
を
用
い
、
そ
の
製
造
方
法
は
昭
和
30
年
に
国
の
重

要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
平
成
21
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

代
表
リ
ス
ト
に
も
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
塩
沢
出
身
の
商
人
で
あ
り
、
江
戸

時
代
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
で
あ
る
鈴
木
牧
之
は
、著
書
『
北
越
雪
譜
』

で
こ
う
い
う
一
文
を
記
し
て
い
ま
す
。

雪
中
に
糸
と
な
し
、
雪
中
に
織
り
、
雪
水
に
洒そ

そ

ぎ
、
雪
上

に
曬さ

ら

す
。
雪
あ
り
て
縮
あ
り
、
さ
れ
ば
越
後
縮
は
雪
と
人

と
気
力
相
半
ば
し
て
名
産
の
名
あ
り
。
魚う

お

沼ぬ
ま

郡こ
お
りの
雪
は

縮
の
親
と
い
ふ
べ
し

�

【『
北
越
雪
譜
』
初
編　

巻
之
中　

縷い
と
に
よ
る綸

】
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　「ビューサンクスサポート」とは、㈱ビュー
カードが行っている、東日本エリア内の伝統文
化の保護・継承などを支援する社会貢献プログ
ラムです。「ビューサンクスサポート」に登録
している会員が、ビューカードを使って貯まっ
たポイントをこのプログラムに交換申込をする
ことで、寄付行為が成り立っています。
　ユネスコ無形文化遺産の代表リストに登録さ
れている「小千谷縮・越後上布」は平成22年度・
23年度の「ビューサンクスサポート」支援対
象となっており、このたび㈱ビューカードから、
1年目となる22年度分の寄付金1,067,527円が
寄付されました。

　

越
後
上
布
が
日
常
的
に
織
ら
れ
て
い
た

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
、
織
り
子
の
女

性
た
ち
は
、
毎
年
織
り
初
め
の
際
に
、
近

く
の
神
社
に
自
分
で
織
っ
た
上
布
の
キ
レ

を
奉
納
し
て
、
織
り
と
苧
績
み
の
技
術
向

上
を
祈
願
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

一
部
は
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

現
在
も
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

・�

国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
「
奉
納

越
後
上
布
幟
二
十
四
点
」
旧
塩
沢
町
仙

石
八
幡
宮　

・�

市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
「
奉
納
越
後

上
布
織
二
十
点
」
旧
塩
沢
町
砂
押
神
社

【
指
定
条
件
】

　

国
の
重
要
無
形
文
化
財
の
越
後
上
布
は
、

5
項
目
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

①�

す
べ
て
苧
麻
を
手
績
み
し
た
糸
を
使
用

す
る
こ
と

②�

絣
模
様
を
つ
け
る
場
合
は
、
手
く
び
り

に
よ
る
こ
と

③
い
ざ
り
機
で
織
る
こ
と

④�

し
ぼ
と
り
を
す
る
場
合
は
、
湯
も
み
・

足
踏
み
に
よ
る
こ
と

⑤
さ
ら
し
は
雪
晒
し
に
よ
る
こ
と

重
要
無
形
文
化
財 

越
後
上
布

有
形
文
化
財
の
越
後
上
布

のびのび越後上布体験講座、塩沢の
織物にふれる一日
⃝時期　8月の第1金曜日
⃝対象　市内の小学3年生
�～  6年生
⃝�内容　苧麻の刈取り、
　　　　苧引き、ぬか窯、藍染め、高機織り

雪さらし体験
⃝時期　3月の第1土曜日
⃝対象　市内の小中学生と
� その保護者
⃝�内容　�上十日町の雪さら

し場にて、越後上布の雪さらし体験

越後上布体験講座
⃝時期　3月の第1土曜日
⃝対象　制限なし
⃝�内容　�越後上布の学習会、

各種製造工程の実
演・体験、雪さらし体験

越後上布・小千谷縮布技術保存協会へ
「ビューサンクスサポート」寄付金の贈呈!

■ ■ ■ 体験講座の案内 ■ ■ ■
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保健課 ☎773−6811保健課 ☎773−6811

3
見
守
る　
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
じ
っ
く
り
と
見
守
る

　

身
体
や
心
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
自
然

な
雰
囲
気
で
声
を
か
け
て
、
あ
せ
ら
ず
に

優
し
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見
守
り
ま
し
ょ

う
。

　

自
然
に
応
対
す
る
と
と
も
に
、
家
庭
や

職
場
で
の
体
や
心
の
負
担
が
減
る
よ
う
に

配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

「
食
育
の
日
、料
理
講
習
会
」

カ
ル
シ
ウ
ム
強
化
の
た
め
の

び
っ
く
り
コ
ロ
ッ
ケ
を

つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
保
健
課　
保
健
班

�

☎
7
7
3

│

6
8
1
1

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
（
食
推
）

で
は
、「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
の

普
及
」
を
活
動
目
標
に
、
地
域
で
バ
ラ
ン

ス
食
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ッ
プ
の
た
め
の
食
事

が
テ
ー
マ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
日
時　
9
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

⃝
会
場　
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク

⃝
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

⃝
参
加
費　
2
0
0
円

⃝
締
切
り　
9
月
7
日
㈬

⃝
定
員　
20
人

2
つ
な
ぎ　
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う

　
　
　
　
　
促
す

　

心
の
病
気
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、
本
人
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気
持
ち
を
理
解
し

て
く
れ
る
家
族
、
友
人
、
上
司
と
い
っ
た

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

治
療
の
第
一
歩
は
、
公
的
相
談
機
関
、
医

療
機
関
の
専
門
家
へ
の
相
談
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
連
携
し
て
、
専

門
家
へ
の
相
談
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
私
た
ち
が
で
き
る
自
殺
予
防

　
〜
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜

1�

気
づ
く　

�

周
り
の
人
の
悩
み
に
気
づ
き

耳
を
傾
け
る

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感
に
な
り
、

心
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
が
発
す
る
周

り
へ
の
サ
イ
ン
に
な
る
べ
く
早
く
気
づ
き

ま
し
ょ
う
。

　
「
手
を
差
し
伸
べ
、
話
を
聞
く
こ
と
」

は
絶
望
感
を
減
ら
す
た
め
の
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
で
す
。
時
間
を
か
け
て
で
き
る
限

り
真
剣
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。

　

話
題
を
そ
ら
し
た
り
、
訴
え
や
気
持
ち

を
否
定
し
た
り
、
表
面
的
な
励
ま
し
を
し

た
り
す
る
こ
と
は
逆
効
果
で
す
。
相
手
の

気
持
ち
を
尊
重
し
、
共
感
し
ま
し
ょ
う
。

自
殺
予
防
週
間

９
月
10
日
㈯
～
16
日
㈮

　

全
国
の
自
殺
者
数
は
、
平
成
10
年
か
ら

13
年
連
続
3
万
人
以
上
、
交
通
事
故
死
の

約
5
倍
と
い
う
深
刻
な
状
況
で
す
。

　

平
成
20
年
の
年
代
別
死
因
は
、
15
歳
か

ら
39
歳
で
は
「
自
殺
」
が
死
因
の
第
1
位
、

40
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
働
き
盛
り
の
年
代

で
も
死
因
の
上
位
3
位
ま
で
に
自
殺
が

入
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

◎
市
内
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

市
内
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
率
は
全
国
平

均
を
上
回
り
、
こ
こ
数
年
間
の
死
亡
者
の

動
向
を
見
る
と
、
全
国
と
同
様
に
働
き
盛

り
の
男
性
と
高
齢
者
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
市
で
も
「
自
殺
は
、
追
い
込
ま

れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
個
人
の
自
由
な
意

思
や
選
択
の
結
果
で
は
な
い
」「
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
保
健

所
や
医
療
機
関
等
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
自
殺
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
自
殺
に
至
る
原
因
は
一
つ
で

は
な
く
複
雑
に
重
な
り
合
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
経
済
・

生
活
問
題
の
深
刻
化
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
も
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

「
う
つ
」
の
サ
イ
ン

心
の
変
化

・�

感
情
面　
気
分
が
沈
む
、
涙
も
ろ
く

な
る
、
不
安
、
自
分
を
責
め
る
、
自

分
な
ど
い
な
い
ほ
う
が
よ
い
と
考
え

る
、
死
に
た
く
な
る

・�

意
欲
面　
や
る
気
が
で
な
い
、
集
中

力
・
行
動
力
・
決
断
力
の
低
下
、
記

憶
力
の
低
下
、
興
味
・
関
心
が
な
く

な
る

体
の
変
化　
不
眠
、
食
欲
不
振
、
体

重
減
少
、
全
身
の
だ
る
さ
、
頭
痛
、
耳

鳴
り
、
め
ま
い
、
吐
き
気
、
味
覚
異
常
、

腹
痛
、
便
秘
・
下
痢
、
性
欲
減
退

食
推
さ
ん
の

相談窓口 開設時間
市役所保健課（保健師）　☎773－6811 本庁（南分館）
⃝メールも受付中です
　（kokoro@city.minamiuonuma.lg.jp）

月～金（祝日除く）
8：30 ～ 17：15

南魚沼保健所（地域振興局健康福祉環境部）
☎772－8137

月～金（祝日除く）
8：30 ～ 17：15

新潟県精神保健福祉センター　
☎025－280－0113

月～金（祝日除く）
8：30 ～ 17：00

市の消費生活相談センター　☎772－2541
（多重債務などに関すること、要予約）

月～金（祝日除く）
9：00 ～ 16：00

（予約すれば時間外もOK）
新潟いのちの電話（長岡）　☎0258－39－4343 24時間対応
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保健課 ☎773−6811

の
ア
ド
バ
イ
ス
）・
筋
力
づ
く
り
・
有

酸
素
運
動
・
ス
ト
レ
ッ
チ

⃝
参
加
費　
5
0
0
円

　
（
2
回
目
の
弁
当
代
は
別
途
5
0
0
円
）

⃝
会
場
・
日
程

①
塩
沢
会
場
…
塩
沢
保
健
セ
ン
タ
ー

　

9
月
13
日
・
27
日
、
10
月
11
日
、

　

11
月
1
日
・
15
日
・
29
日

②
大
和
会
場
…
大
和
庁
舎

　

10
月
26
日
、
11
月
9
日
・
16
日
・
24
日
、

　

12
月
7
日
・
21
日

③
六
日
町
会
場
:

　
魚
沼
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク

　
11
月
11
日
・
25
日

　
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　

12
月
9
日
・
22
日
、
1
月
6
日
・
20
日

⃝
時
間

塩
沢
・
大
和
会
場

　

午
後
7
時
〜
9
時
（
2
回
目
の
み

�

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
40
分
）

六
日
町
会
場

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
（
2
回
目
の
み
午
前
10
時
〜
12
時
10
分
）

⃝
締
切
り　
教
室
開
始
1
週
間
前

⃝
定
員　
各
20
人

〜
昨
年
の
教
室
か
ら
〜

　

問
題
点
が
分
か
っ
た
! 

改
善
方
法
が

分
っ
た
! 

痩
せ
た
! 

昨
年
度
の
教
室
で

は
、
期
間
中
の
体
重
減
少
は
平
均
1
・
4

キ
ロ
で
、
1
か
月
1
キ
ロ
の
減
少
を
目
標

と
し
た
場
合
の
達
成
率
は
約
4
割
で
し
た
。

自
分
で
決
め
た
目
標
の
実
践
が
で
き
た
方

は
約
6
割
で
す
。

健
康
教
室 

好
評
開
催
中

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　
保
健
課　
保
健
班

�
☎
7
7
3

│

6
8
1
1

★�

健
康
診
断
の
結
果
、

　
食
事
や
生
活
習
習
慣
の
改
善
が

　
必
要
な
方
、
大
募
集

⃝
対
象

　

今
年
度
、
住
民
健
診
と
人
間
ド
ッ
ク
、

事
業
所
の
健
診
な
ど
を
受
け
た
市
民
の
方

（
64
歳
以
下
）
で
、
健
診
結
果
が
、
①
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
基
準
該
当
、

②
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
備
群

該
当
、
③
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
該
当

し
た
方
で
、
改
善
し
た
い
と
考
え
て
い
る

方
。

⃝
内
容

1
回
目

・
自
分
の
健
診
結
果
に
つ
い
て
知
る

・�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

と
食
事
の
基
本

2
回
目

・
5
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
弁
当
の
試
食

・
嗜
好
品
の
摂
り
方

3
回
目

・�

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
い
る
た
め
の
運

動
の
基
礎

4
回
目
〜
6
回
目
（
目
標
設
定
）

・�

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
（
自
分
の
目

標
の
設
定
と
見
直
し
、
食
事
、
運
動
へ

月 火 水 木 金 土
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

1日 2日 3日
橋詰

髙橋（正） 橋詰 高橋（聡）
橋詰 橋詰 薄田

5日 6日 7日 8日 9日 10日
高橋（聡）

廣田 橋詰 高橋（聡）
橋詰 橋詰 高橋（聡）

橋詰 高橋（聡） 橋詰
髙橋（正） 橋詰 橋詰 橋詰 高橋（守）

12日 13日 14日 15日 16日 17日
高橋（聡）

廣田 高橋（聡）高橋（聡）
福本 橋詰 休　診 橋詰

髙橋（正）髙橋（正） 橋詰 橋詰 堀内
救急当番

（13：30〜�
　16：00）

19日 20日 21日 22日 23日 24日

敬老の日 高橋（聡）
橋詰 高橋（聡）高橋（聡）

橋詰 中山 橋詰
風間 橋詰 秋分の日 福本

26日 27日 28日 29日 30日
高橋（聡）

廣田 橋詰 高橋（聡）
橋詰 高橋（聡）高橋（聡）

橋詰 橋詰 橋詰
髙橋（正） 橋詰 橋詰 橋詰

平成23年9月　城内診療所　診療担当医師予定表

城内診療所 外来診療受付時間
⃝平日　8：30 ～ 11：30、13：30 ～ 16：30
⃝土曜　8：30 ～ 11：30

☎775−2009　 775−2295

・都合により診療日が変更する場合があります
・土曜日（午後）と日曜日・祝日は休診です
・9月14日㈬は、住民健診のため休診です
・����9月17日㈯は、13：30〜16：00　休日救急

診療を行います
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　7月31日、両国国技館にて、㈳東京青年会議所、㈶
日本相撲協会の共催により開催された全国大会に出場
してきました。結果は入賞こそ逃しましたが自分より
体の大きな選手に精一杯向かっていき、勝つことの喜
び、また負けることの悔しさを感じ選手たちは大きく
成長した大会でした。

第27回 わんぱく相撲全国大会出場

日本の夏の風物詩
　8月9日、六日町小学校グラウンドで「夏期巡回ラ
ジオ体操・みんなの体操会」が開催されました。天候
にも恵まれ、六日町小学校・北辰小学校・六日町中学
校の児童・生徒・保護者や一般の市民の方々、約2,300
人が参加しました。
　この「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」の様
子は、NHKラジオ第1放送で6時30分～ 6時40分に
全国生中継されました。生中継が始まると、参加者は
ラジオ体操の歌をみんなで歌った後、講師〔岡本美佳
さん〕の掛け声とピアノ生演奏〔名川太郎さん〕に合
わせて、ラジオ体操第一・第二を行いました。早朝の
すがすがしい空気の中、皆さんがのびのびと、そして
楽しそうに体操をしていました。

坂戸城築城500年記念
夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会

　8月14日～ 16日に、塩沢地域で12年に1度の「卯
年大祭」が開催されました。4月・5月の中之島地区
に続いて、今回は上田地区全域・吉山・小木六・南田
中・砂押・大沢で行われました。
　もともと災厄を祓うために始められたといわれる卯
年大祭ですが、今年は3月に東日本大震災が起き、そ
して7月末の新潟・福島豪雨では今回祭りが開催され
た上田地区や大沢などが大きな被害を受けました。一
度は中止を考えた地域もあったようですが、復興を願
い開催を決めたということでした。
　大変暑い中での開催でしたが、神楽や神輿、お囃子
などで参加している人たちはもちろん、家の前や神社
の境内で見学していた地元の人たちや帰省客も一緒に
祭りを盛り上げ、楽しんでいました。

上田地区などで卯年大祭
災厄を祓うために、各地で盛大に開催

≪主催≫　義と愛の総合文化展実行委員会
≪参加費≫　無料
≪講演日時と内容≫　

義と愛の総合文化展開催記念
連続講演会

⃝日時　9月10日㈯　14：00 ～
⃝会場　市役所　本庁（大会議室）
⃝演題　魚沼コシヒカリものがたり
⃝講師　中沢　俊一　氏
⃝講師略歴　�南魚沼市寺尾在住、南魚沼市議会議

員、コシヒカリ共和国構想立案者

⃝日時　9月17日㈯　14：00 ～
⃝会場　市役所　本庁（大会議室）
⃝演題　六農事件の真相を語る
⃝講師　岩野　武　氏
⃝講師略歴　�南魚沼市六日町在住、獣医、
　　　　　　上田史談会・六日町剣友会所属
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春の叙勲、受章
おめでとうございますニュース

プラザな
みみ うおぬま

あれこれ

いろいろお知らせ

　湯本さんは、長年の消防功労により受章されました。
　昭和43年4月に大和町消防団に入団、平成13年4月
から大和町消防団団長に就任、以来6年間団長の重責
を果たし、平成19年4月退団までの39年消防団活動
にご尽力されました。
　消防活動では火事はもちろん、水害、国鉄の除雪あ
るいは人探しなど一通りのことは体験してきましたが、
一番忘れられないのは平成16年の中越大震災でした。
団長であったためすぐに出動しなければならなりませ
んでしたが､あの時ほど家族を残して家を空けること
が心配だったことはありませんでした。
　商売柄、配達の途中でも出動がかかったことがあり
ましたがいつも家内に助けてもらい、支えがあったの
でやってこられました。何回助けてもらったかわかり
ません。これからも地域防災に少しでも役に立ちたい
と思っています。後輩の皆さんには「頑張ってもらい
たい」の一言に尽きます。と、笑顔で語られました。

湯本 正 さん〔天王町〕

瑞宝単光章を受章

　田村さんは長年、国鉄職員として勤められた功績と
新潟県の相撲関係の振興にご尽力されての受章です。
当時を振り返ると、国鉄時代では新潟地震と56豪雪
が思い出されます。当時は浦佐の担当で新幹線のトロ
リー線が雪ですっかり埋まってしまったのが一番驚き
ました（浦佐はトンネルの出口がひどかった）。
　相撲では、当時の四股名は「太刀錦」。大横綱双葉
山の胸を借りたことがあり、横綱の強さに全力でぶつ
かれたことは忘れることができない生涯の名誉とのこ
と。30歳前後の頃、県下に強さが知れわたり、宮相
撲が盛んな8・9月には、何日も相撲を取り歩いて家
に戻らなかったため、父親が警察に捜索願を出した武
勇伝もお持ちだとか。今回の受章は、支えてくれた家
族や周り人たちのおかげ、皆さんに感謝していますと
笑って語られました。

田村 芳朗 さん〔関〕

瑞宝単光章を受章

江﨑 邦一 さん〔五日町〕　瑞宝単光章を受章
　江﨑さんは、昭和48年12月から六日町地区民生委員児童
委員として平成19年11月までの34年間の長きにわたり、子
どもから高齢者までさまざまな問題の解決や見守り活動をさ
れ、地域の福祉向上に貢献した功績から、春の叙勲の栄誉に
輝きました。
　県内では最大人数の六日町地区民生委員児童委員協議会長
を12年間務められ、この間、三町合併の調整役としても活
躍され、南魚沼市民生委員児童委員協議会長を2年8か月、
六日町と南魚沼市社会福祉協議会理事を14年間、歴任され
ました。江﨑さんは「この度の受章は家族の支えと多くの良
き人たちに恵まれたから」と謙虚に語られました。

27 市報 みなみ魚沼 ／ 平成23年9月1日発行



日にち 診療科 受付時間 医療機関 電話番号

3 ㈯
内科 13：30〜16：00 青葉すこやかクリニック 782−1000

18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111
外科 12：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

4 ㈰
内科 9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688

18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

外科 9：00〜16：00 休日救急診療所 773−6688
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772−7111

10 ㈯
内科 13：30〜16：00 中澤医院 773−3211

18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777−2111
外科 12：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777−2111

11 ㈰
内科 9：00〜16：00 休日救急診療所 773-6688

18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777-2111

外科 9：00〜16：00 休日救急診療所 773-6688
18：00〜翌朝6：00 ゆきぐに大和病院 777-2111

17 ㈯
内科 13：30〜16：00 城内診療所 775-2009

18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772-7111
外科 12：00〜翌朝6：00 六日町病院 772-7111

18 ㈰
内科 9：00〜16：00 休日救急診療所 773-6688

18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772-7111

外科 9：00〜16：00 休日救急診療所 773-6688
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772-7111

19 ㈪
祝日

内科 9：00〜16：00 休日救急診療所 773-6688
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772-7111

外科 9：00〜16：00 休日救急診療所 773-6688
18：00〜翌朝6：00 六日町病院 772-7111

市報に掲載する人名は差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。
この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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日にち 行事名など 時間・会場など

6㈫

人権なんでも相談 13：00〜16：00
働く婦人の家

大和地域「そだち学級」 10：00〜11：30
大和公民館

市議会定例会招集予定日
（〜22日まで、一般質問
は12日〜14日の予定）

9：30〜
本庁舎議場

7㈬ 塩沢地域
　高齢者大運動会

8：30〜
塩沢公民館グラウンド

10㈯ 六日町地区「そだち学級」10：00〜11：30
市民会館

16㈮ 乳幼児親子おはなしの会
「えほんであそぼ」

10：00〜11：30
大和公民館

17㈯
読書のつどい 14：00〜15：30

南魚沼市図書館
第4回ライブライブ�
� ライブフェスティバル

11：00〜19：00
八色の森公園

18㈰

第24回中越地区スポー
ツフェスティバル
バドミントン大会

ディスポート南魚沼

猫の譲渡会　【問合せ】
魚沼アニマルサポート（笛木）
� ☎090−1533−4805

10：00〜12：00
イオン六日町店

23㈮
祝日
第４回八色の森�
� 健康ウォーキング

9：10〜
八色の森公園

26㈪ 第9回農業委員会総会 9：00〜
大和庁舎３階旧議場

30㈮ 国民健康保険税4期の納期限日

行政
困りごと
相談日

9月12日㈪　13：30～16：00　�働く婦人の家〔浦佐〕
9月28日㈬　14：00～16：00　本庁舎
10月 7日㈮　13：00～16：00　塩沢老人福祉センター
【問合せ】　総務課　防災庶務班　☎773－6660

　

水
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。
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リ
ャ
？
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の
6
文
字
し
か

頭
に
浮
か
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ま
せ
ん
で
し
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。

し
ば
ら
く
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と
し
て
か
ら
、

表
に
出
る
と
道
路
が
一
面
川
の

中
、
ヤ
バ
イ
災
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だ
。
地
震
の

次
は
水
害
が
来
る
な
ん
て
。
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月
は
洪
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の
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ま
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。
人

的
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な
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せ
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も
の
救
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。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
後
片
付
け

に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ま
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【問合せ】　医療対策室　☎773−6706
（ウェブサイト版� 南魚沼市　救急医療 ）

◎休日救急診療所の所在地
　市役所本庁舎南分館
�（旧南魚沼市保健センター内）
　☎773−6688
　（日曜・祝日のみ）
◎脳神経外科の休日救急医療
　�土曜の正午〜翌朝6時と日
曜・祝日の午前6時～翌朝
6時まで、齋藤記念病院

　☎773−5111で診療しています。
★�消防本部のテレホンガイド　☎782−1991
でも、その週の当番を確認することができます。

JR六日町駅
東口

市役所
本庁舎

休日救急
診療所

公園

周辺地図

南魚沼
市役所前

六日町

Ⓟ

【問合せ】子育て支援センター　☎773－6822
◦時間　9：30〜15：30

「広い所で遊ぼう」開催日午後の「ほのぼの広場」は、
各地区★印の会場で開催します。
★大和会場：大和庁舎　（３Ｆ）
　毎週 月・火・木曜日
⃝9月13日㈫・27日㈫　9：30〜11：30
　「広い所で遊ぼう」　会場：うるおいの里みよう
⃝9月13日㈫　10：30〜
　支援講座　内容：親子エアロビクス　講師：舘野明子さん
★六日町会場：ふれ愛支援センター　（２Ｆ）
　毎週 月～土曜日
⃝●9月14日㈬　10：30〜
　支援講座　内容：親子エアロビクス　講師：舘野明子さん
★塩沢会場：塩沢庁舎　（北棟２Ｆ）
　毎週 火・水・金曜日
⃝9月16日㈮　9：30〜11：30
　「広い所で遊ぼう」　会場：塩沢勤労者体育センター
⃝9月16日㈮　10：30〜
　支援講座　内容：親子エアロビクス　講師：舘野明子さん

※どの会場にも参加できます。※申し込みは不要です。
※保険料として1人10円が必要です。

「親子での遊び」「子育ての
仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。ほのぼの広場

月の9 カレンダー 救急医療当番

編集後記
秘書広報室から

9月3日➡19日
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